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「恩賜の杖」（鳩杖はとづえ）��
鳩杖は、辞書によれば「80歳以上の功臣に宮中から下賜された。鳩は食する時にむせない鳥であるとし、これにあやか
るため、老人用の杖の握りの部分に鳩の形をつけたもの」とあります。学園の創立者平生釟三郎先生は、1945年、枢
密院顧問官の功績により、この鳩杖を賜りました。現在は1号館1階にある学園史資料展示室で陳列されています（入
場自由）。学園の歴史を広く知っていただき、平生先生の建学の精神を継承していきたいと願い、このコラム欄を「鳩
杖」とネーミング。1952年に甲南高校をご卒業された中井久夫教授に当時の様子を書き下ろしていただいています。�

平
生
先
生
と
は
ど
う
い
う
存
在
か
／
敗
戦
直
後
に
亡

く
な
ら
れ
て
／
そ
の
数
カ
月
後
に
入
学
し
た
私
の
学

年
は
温
容
に
接
し
て
い
な
い
／
岩
崎
校
長
代
理
の
入

学
祝
辞
で
「
個
性
重
視
」「
知
育
・
徳
育
・
体
育
を
等

し
く
重
視
」
と
い
う
説
明
／
要
す
る
に「
ガ
リ
勉
」
し

な
く
て
い
い
の
か
と
受
け
取
っ
た
／
今
思
え
ば
個
性
と

知
・
徳
・
体
の
釣
り
合
い
と
は
補
い
合
っ
て
／
豊
か
な

人
生
を
約
束
す
る
／
よ
い
意
味
で
の「
高
度
の
平
凡

性
」
と
わ
か
る
／
平
生
先
生
の
甲
南
学
園
に
お
け
る

意
味
は
／
ど
う
い
う
存
在
で「
な
い
」か
を
考
え
る
と

よ
い
／
甲
南
に
は
宗
教
色
が
な
い
／
あ
ま
り
に
高
邁

な
教
育
理
念
は
窮
屈
だ
／
創
立
者
が
崇
高
す
ぎ
る

の
も
ど
う
か
／
軽
口
一
つ
言
え
な
い
／
限
定
し
す
ぎ

は
排
他
的
だ
／
実
学
的
な
の
は
専
門
学
校
だ
／
経

営
本
位
は
誇
り
が
持
て
な
い
／
た
ま
た
ま
入
学
式
の

日
に
別
の
大
学
に
行
っ
た
／
式
終
え
て
講
堂
か
ら
出

て
く
る
新
入
生
の
列
に
突
進
す
る
入
部
勧
誘
／
体

を
張
っ
て
阻
止
す
る
職
員
／
甲
南
で
は
部
の
の
ぼ
り

と
机
と
椅
子
／
来
る
ま
で
待
と
う
の
姿
勢
／
傍
の
木

立
に
先
生
は
お
ら
れ
る
／
等
身
大
の
胸
像
と
な
っ
て

／
仰
ぎ
み
る
位
置
で
な
く
／
ひ
っ
そ
り
と
凹
地
の
中

に
／
頭
に
白
い
鳥
の
糞
を
載
せ
て
穏
や
か
に
。�

中
井 

久
夫 

教
授
�

�文
学
部
教
授
・
神
戸
大
学
名
誉
教
授
・
医
学
博

士
。
昭
和
9
年
奈
良
県
生
ま
れ
。
甲
南
中
学
・

甲
南
高
校
を
経
て
昭
和
34
年
京
都
大
学
医
学

部
卒
。
精
神
医
学
者
と
し
て
治
療
と
研
究
に
従

事
す
る
。
平
成
9
年
4
月
か
ら
文
学
部
人
間
科

学
科
教
授
。『
精
神
医
学
の
経
験
』
全
8
巻
他
、

著
・
翻
訳
書
は
多
岐
に
わ
た
る
。
�

1937年平生釟三郎寿像除幕式�

特 集 �

N
etw
o
rk K
o
nan

家
族
変
動
の
分
析�

鳩
杖
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を�

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。�

�

●
中
井
先
生
の
コ
ラ
ム
は
ず
い
ぶ
ん
前
の
青

春
時
代
の
こ
と
を
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

新
鮮
で
ロ
マ
ン
に
満
ち
て
い
る
の
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
？（
’75 
年
卒
・
男
）�

●
読
め
ば
何
と
な
く
先
生
の
人
間
味
を
感
じ
、

甲
南
の
卒
業
生
が
共
通
し
て
持
つ
何
か
を

感
じ
ま
す
。（
’65 
年
卒
・
男
）�



WHAT'S NEW KONAN

Network Konan ◆ つながる！甲南ネットワーク�

甲南を使いこなそう！ ● 甲南キャンパスガイド�

第一線で活躍中の卒業生にアクセス！ ◆ IT'S KONAN STYLE

創立より、いまへ受け継ぐスピリッツ�

クラブつながリレーション�
●体育会陸上競技部　●文化会映画研究部�

Pick up  高・ 中Topics

甲南フォーラム�

研究室訪問�

表紙の絵�

 西井義晃  画�
「10号館」�

西井義晃さんプロフィール�

1961年　甲南大学経済学部卒業�
元自由美術会員�

●個展の予定�
　1月8日（木）～13日（火）�
　大阪道頓堀　松竹座前�
　ギャラリー香�
　西井義晃小品展�

次のURLでも作品集をご覧いただけます�
http://webgarou.net

分け隔てなく、相手を尊重する�
私の気質は、生粋の甲南生の証です�

●甲南大学先端生命工学研究所（FIBER）設立�
●増井禎夫名誉教授　オーダーオブカナダ勲章を受章�
●東海地区教育懇談会�
●2003年度摂津祭開催�
●2001・2002・2003年度　文部科学省研究開発学校研究発表会�
●21世紀に光り輝く甲南を目指して�

トゥレーヌ甲南学園だより�

地域に学ぶ労働体験「スタージュ」�

働くことで地域をより深く理解する�

グルメ・KONAN　京都編�

京都を訪れたら寄ってみたい�
ゆったりくつろげる甲友の店�

クローズアップ編集の現場�

家族変動の分析�

学内の気になるスポット探訪�
ハガキで寄せられた疑問を徹底調査 ◆ こちら甲南特捜部�

甲南大学の設備にはどれだけ費用がかかっているの？�

甲
南
大
学
先
端
生
命
�

工
学
研
究
所（
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
）
設
立
�

東
海
地
区
教
育
懇
談
会
�

特集�

甲南は、全人格を磨く場�
今後も優れた後輩を輩出してほしい�

 生命・健康・環境・材料の4領域を束ねて�
「ひと」を科学する甲南大学先端生命工学研究所�

（Frontier Institute for Biomolecular Engineering Research）�

増
井
禎
夫
名
誉
教
授�

オ
ー
ダ
ー
オ
ブ
カ
ナ
ダ
勲
章
を
受
章�

�

　
１０
月
３１
日
に
開
催
さ
れ

た
理
事
会
に
お
い
て
、「
甲

南
大
学
先
端
生
命
工
学

研
究
所（
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
）」（
所

長
・
杉
本
直
己
理
工
学
部

教
授
）の
設
立
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
 
�

　
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
は
、生
命
分

子
工
学
分
野
に
お
い
て
、

高
度
で
先
端
的
な
研
究
や

教
育
を
実
施
し
、ま
た
、産

官
学
の
共
同
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

科
学
技
術
の
推
進
と
地
域
の
総
合
的
発

展
に
寄
与
し
、学
術
研
究
の
連
携
拠
点
と

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
す
。

甲
南
大
学
で
は
、こ
れ
ま
で
も
、文
部
科

学
省
が
推
進
す
る
「
私
立
大
学
ハ
イ
テ
ク
・

リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」の
補
助

金
を
受
け
、学
園
創
立
８０
周
年
記
念
事

業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、２
０
０
０
年
、ハ
イ
テ

ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー（
Ｈ
Ｒ
Ｃ
）を
設

立
し
、生
命
科
学
関
連
と
情
報
科
学
関

連
の
２
分
野
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の

先
端
的
な
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
�

　
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
は
、ポ
ス
ト
Ｈ
Ｒ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
２
０
０
３
年
３
月
に
採
択
さ

れ
た
「
分
子
環
境
学
に
よ
る
細
胞
内
外
セ

ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム（B

A
SIC
 E
ngineer-

ing

）の
創
製（
仮
称
）」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

行
に
移
し
、本
学
、神
戸
薬
大
、兵
庫
医
大
、

産
総
研
テ
ィ
ッ
シ
ュ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
研
究

セ
ン
タ
ー
の
連
携
に
よ
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ

イ
エ
ン
ス
研
究
機
構
」の
中
心
的
活
動
拠

点
と
な
り
、さ
ら
に
は
ナ
ノ
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
産
学
連

携
で
す
す
め
る
た
め
の
研
究
活
動
を
束

ね
る
組
織
を
目
指
し
ま
す
。
�

　
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
の
行
う
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
は
、各
省
庁
の
助
成
を
受
け
て
推
進
す

る
事
業
、産
学
連
携
、メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ

ン
ス
研
究
機
構
の
一
翼
を
担
う
も
の
な
ど

が
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

所
長
、学
内
の
兼
任
教
員
、学
外
か
ら
特

別
研
究
員
、博
士
研
究
員
、リ
サ
ー
チ
・
ア

シ
ス
タ
ン
ト
、若
干
名
の
若
手
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

専
任
教
員
を
採
用
し
ま
す
。
充
実
し
た

先
端
的
研
究
成
果
を
あ
げ
、学
内
外
の

教
育
活
動
に
も
参
加
す
る
こ
と
で
、甲
南

が
果
た
す
社
会
的
貢
献
が
高
く
評
価
さ

れ
、甲
南
の
生
命
分
子
工
学
研
究
が
個

性
輝
く
”甲
南
の
顔
“に
な
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
第
３９
回
摂
津
祭
が
１１
月
20
日
か
ら
24
日

ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
摂
津
祭
に
携
わ
る
ス
タ

ッ
フ
お
よ
そ
４
０
０
名
が
お
互
い
の
こ
と
を
理

解
し
あ
い
、
尊
重
し
あ
い

な
が
ら
今
ま
で
以
上
の
摂

津
祭
を
創
り
出
そ
う
、ま

た
、来
て
い
た
だ
い
た
方
々

や
模
擬
店
に
参
加
す
る
人

た
ち
に
も
、も
っ
と
摂
津
祭

を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い

う
気
持
ち
を
込
め
、今
年

の
摂
津
祭
の
テ
ー
マ
は
、

『R
esonance

』（
共
鳴
）。

文
化
会
美
術
部
が
正
門

に
制
作
し
た『
お
も
ち
ゃ
の
国
の
お
城
』
が
来

ら
れ
た
方
々
を
出
迎
え
ま
し
た
。
天
候
不
良

の
た
め
、初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、演

武
祭
、模
擬
店
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、２
日
目
以
降
は
、ク
ラ
ブ
の
日
ご
ろ
の
成

果
を
発
表
す
る
展
示
や
演
劇
祭
な
ど
が
予
定

ど
お
り
行
わ
れ
、笑
顔
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
キ
ャ

ン
パ
ス
中
に
あ
ふ
れ
る
５
日
間
で
し
た
。
�

　
９
月
２３
日
、名
古
屋
市
に
あ
る
マ
リ
オ
ッ
ト

ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
に
て
東
海
地
区
の
ご
父
母

を
対
象
と
し
た
教
育
懇
談
会
が
実
施
さ
れ
、

５７
名
の
ご
父
母
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

　
　
沢
英
成
学
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、小
林

均
学
生
部
長
が
本
学
生
に
行
っ
た
意
識
調

査
の
結
果
を
報
告
。
そ
の
後
は
個
別
相
談
会

と
し
、学
修
、就
職
、学
生
生
活
、留
学
な
ど

部
門
別
に
担
当
の
教
員
が
ご
父
母
の
相
談

に
お
応
え
し
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
ご

父
母
か
ら
は
、「
他
の
学
生
の
保
護
者
と
の

交
流
や
、学
部
の
教
授
に
個
別
の
ご
相
談
が

で
き
て
有
意
義
で
し
た
」（
文
３
年
）、「
地
方

限
定
の
た
め
、少

数
で
中
身
の
濃

い
懇
談
会
に
な
 
 

り
、本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」（
経
営

１
年
）な
ど
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
�

　本学名誉教授・トロント

大学名誉教授の増井禎

夫先生が、カナダの民間

人に与えられる勲章として

は最高位の「オーダーオブ

カナダ勲章」を受章されま

した。増井先生は、甲南大

学で13年間かけて開拓し

た生物学のアイデアをカ

ナダで発展させ、ラスカー賞、

ガードナー賞などの国際的

な賞も受賞されています。�2
0
0
3
年
度
�

摂
津
祭
開
催
�



21
世
紀
世
紀
に
光
り
輝
く
甲
南
を

甲
南
を
目
指
目
指
し
て
�

21
世
紀
に
光
り
輝
く
甲
南
を
目
指
し
て
�

　
昨
年
12
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
甲
南
Ｔ
ｏ
ｄ
ａ
ｙ
　
No．�
12
の

特
集
「
集
ま
れ
！
甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
に
お
き
ま
し
て
、「
二
十

一
世
紀
を
甲
南
学
園
の
さ
ら
な
る
発
展
の
世
紀
に
」
と
題
し

て
、教
育
・
研
究
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
捗
状
況
の
ご
報
告
と

と
も
に
、本
学
園
が
将
来
と
も
個
性
豊
か
で
特
色
あ
る
教
育

研
究
活
動
を
創
出
す
る
た
め
に
は
、健
全
な
財
政
基
盤
の
構

築
が
私
の
最
大
の
責
務
で
あ
る
旨
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
�

　
こ
の
１
年
間
の
新
た
な
教
育
・
研
究
活
動
の
展
開
と
健
全

な
財
政
基
盤
構
築
へ
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
ご
報
告
し
、

甲
南
フ
ァ
ン
・
甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
様
の
ご
理
解
を
賜
り
、21

世
紀
に
光
り
輝
く
甲
南
を
目
指
す
た
め
に
、さ
ら
な
る
ご
指

導
ご
鞭
撻
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
�

　
大
学
で
は
、Ｅ
Ｂ
Ａ
総
合
コ
ー
ス
の
2
年
次
生
34
名
が
渡

米
し
、8
月
下
旬
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

校
で
１
年
間
の
留
学
生
活
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
10
月
下

旬
に
私
が
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
校
を
訪
れ
た
際
、途
中
成
績
で
は
あ

り
ま
す
が
、「M

on
ey
 an
d
 B
an
k
in
g

」
科
目
の
受
講
生
の

成
績
ト
ッ
プ
3
を
Ｅ
Ｂ
Ａ
総
合
コ
ー
ス
の
学
生
が
占
め
た
と
の

喜
ば
し
い
報
告
が
あ
り
、次
代
の
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ

ー
が
着
実
に
育
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
�

　
法
科
大
学
院（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）は
、11
月
末
に
文
部
科
学

省
の
設
置
認
可
を
受
け
て
、１
月
と
2
月
に
2
0
0
4
年
度

入
学
試
験
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
2
0
0
6
年
か
ら
、新
し
い

法
曹
を
継
続
的
に
甲
南
か
ら
輩
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、付
属
機
関
と
し
て
企
業
法
務
研
究
所
等
の
設
置
も
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
�

　
先
端
生
命
工
学
研
究
所（
F
I
B
E
R
）が
11
月
に
設

立
さ
れ
、た
ん
ぱ
く
質
や
核
酸
な
ど
生
命
分
子
の
機
能
を

解
明
し
、医
療
等
へ
の
応
用
研
究
を
行
い
、産
学
連
携
を
推

進
い
た
し
ま
す
。
�

　
4
月
の
新
学
期
に
は
、語
学
教
育
の
た
め
の
最
新
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
装
備
し
た
新
6
号
館
が
オ
ー
プ
ン
、首
都
圏
で
の

就
職
活
動
サ
ポ
ー
ト
、卒
業
生
の
交
流
強
化
や
受
験
生
へ

の
情
報
発
信
の
拠
点
で
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
東

京
を
開
設
、体
育
授
業
、課
外
活
動
や
学
生
の
健
康
増
進

や
体
力
向
上
を
図
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
各
施
設
の
利

用
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、西
校
舎
の
12
・
13
・
17
号
館
を
解
体
し
、理
工
学

部
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
研
究
室
・
実
験
室
・
講
義
室
・

セ
ミ
ナ
ー
室
・
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
等
を
備
え
た
、新
棟
の
建
設

工
事
が
8
月
に
着
工
、完
成
は
2
0
0
4
年
8
月
の
予
定

で
す
。
ま
た
、法
廷
教
室
、階
段
教
室
や
24
時
間
利
用
可

能
な
自
習
室
を
備
え
た
、地
上
10
階
建
て
の
法
科
大
学
院

専
用
棟
が
、2
0
0
4
年
3
月
に
完
成
予
定
で
す
。
�

　
高
等
学
校
・
中
学
校
で
は
、ダ
リ
ッ
チ
校
、グ
レ
ゴ
リ
ー
テ

ラ
ス
校
と
の
協
定
に
続
き
、イ
リ
ノ
イ
大
学
附
属
高
校
と

の
生
徒
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
人
と
人
、人
と
自
然
、人
と
社
会
の
共
生
」
を
目

指
す
環
境
教
育
が
、文
部
科
学
省
の
特
色
あ
る
学
校
の
あ

り
方
を
探
る
研
究
開
発
学
校
の
一
つ
と
し
て
指
定
を
受
け
、

甲
南
幼
稚
園
・
小
学
校
、甲
南
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

と
と
も
に
、一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
や
異
年
齢
集
団
に
よ

る
各
種
体
験
学
習
に
も
取
り
組
み
、11
月
に
は
東
京
や
近

畿
各
地
の
教
育
関
係
者
等
約
1
2
0
人
が
参
加
し
、研
究
発

表
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
�

　
以
上
の
よ
う
な
新
た
な
教
育
・
研
究
活
動
を
展
開
し
、将

来
と
も
個
性
豊
か
で
特
色
あ
る
教
育
・
研
究
活
動
を
創
出
す

る
た
め
に
は
、こ
れ
を
支
え
る
健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立
が

必
要
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
�

　
学
園
財
政
は
、国
庫
補
助
金
の
削
減
や
少
子
化
に
よ
る
学

齢
人
口
の
急
減
な
ど
の
影
響
を
受
け
、昨
年
度
は
赤
字
決
算

と
な
り
、経
済
の
先
行
き
不
透
明
感
が
増
す
中
で
、本
年
度

決
算
見
通
し
も
前
年
度
と
同
様
の
基
調
が
継
続
す
る
も
の

と
予
測
し
て
お
り
ま
す
。
�

　
本
年
度
の
予
算
執
行
に
あ
た
り
、財
政
基
盤
の
強
化
を
最

重
要
課
題
と
し
て
、財
務
状
況
に
関
す
る
説
明
会
を
、学
園

内
外
に
対
し
て
60
回
以
上
に
わ
た
り
開
催
し
、全
学
園
を
挙

げ
て
15
％
の
経
費
節
減
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、次

年
度
予
算
は
、引
き
続
き
15
％
の
経
費
削
減
を
行
う
一
方
、

新
規
事
業
へ
の
投
資
や
将
来
の
改
革
投
資
に
備
え
る
積
み
立

て
を
も
視
野
に
入
れ
て
、健
全
財
政
の
実
現
を
目
指
し
て
編

成
す
る
方
針
で
ご
ざ
い
ま
す
。
�

　
財
政
基
盤
を
磐
石
の
も
の
と
し
て
、将
来
と
も
個
性
豊
か

で
特
色
あ
る
教
育
・
研
究
活
動
を
創
出
す
る
た
め
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
積
極
的
に
行
い
、そ
の
成
果
に
よ
っ
て
21
世
紀
を
本
学
園

の
光
り
輝
く
発
展
の
世
紀
に
す
る
た
め
の
礎
を
築
く
べ
く
、

重
ね
て
甲
南
フ
ァ
ン
・
甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
皆

様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
�

�
理
事
長
　
池
上 

吉
藏
�

「
人
と
人
、人
と
自
然
、人
と
社
会
の
共
生
」
を
目
指
す
環
境
教
育
を
、�

 

幼
・
小
・
中
・
高
・
大
の
18
年
一
貫
教
育
を
通
し
て
展
開
す
る
教
育
研
究
開
発�

▲院生の岡田泰典さん（文学部

谷口研究室）の問いかけに、農業

体験学習の参加児童・生徒がは

きはきと答えました。�

�

　児童会・生徒会自らが計画し実

現させた合同学習の成果につい

ても報告しました。�

合同授業「環境と言語」の俳句と写真・コラボレー

ションコンテストでは、各チームが決勝を目指し、テー

マにそって撮影した写真と創作した俳句を披露。�

　
研
究
開
発
学
校
制
度
と
は
、教
育
実
践
の
中
か
ら

提
起
さ
れ
る
諸
課
題
や
、学
校
教
育
に
対
す
る
多
様

な
要
請
に
対
応
し
た
新
し
い
教
育
課
程
や
指
導
方
法

を
開
発
す
る
た
め
、学
習
指
導
要
領
等
の
国
の
基
準

に
よ
ら
な
い
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
を
文
部
科
学

省
が
認
め
る
制
度
で
す
。２
０
０
１
年
度
、甲
南
高
等

学
校
・
中
学
校
、甲
南
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
お
よ

び
甲
南
幼
稚
園
・
小
学
校
は
、文
部
科
学
省
研
究
開

発
学
校
の
指
定
を
受
け
、２
０
０
４
年
３
月
ま
で
の
３

年
間
、「
『
人
と
人
、人
と
自
然
、人
と
社
会
の
共
生
』

を
目
指
す
環
境
教
育
を
、幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
の

１８
年
間
一
貫
教
育
を
通
し
て
展
開
す
る
研
究
開
発
」

を
課
題
と
し
た
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
�

　
こ
の
研
究
の
ね
ら
い
は
、環
境
教
育
の
実
践
を
通
し

た
系
統
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
と
子
ど
も
た
ち
の

心
の
成
長
へ
の
影
響
に
つ
い
て
研
究
開
発
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
�

　
最
終
年
度
に
あ
た
り
、１１
月
１４
日
、甲
南
女
子
中

学
校
・
高
等
学
校
に
お
い
て
、兵
庫
県
企
画
管
理
部
大

学
・
教
育
局
の
塚
本
隆
文
局
長
を
来
賓
に
迎
え
、県

内
外
の
教
育
関
係
者
１
２
０
名
参
加
の
も
と
、研
究

成
果
の
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
�

　
午
前
中
は
、ト
ゥ
レ
ー
ヌ
甲
南
学
園
の
生
徒
も
加
わ

っ
た
「
世
界
子
ど
も
環
境
会
議
」
を
含
む
異
年
齢
集

団
に
よ
る
合
同
授
業
の
実
施
と
１４
の
新
設
教
科
・
科

目
が
公
開
さ
れ
、ド
イ
ツ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
シ
ュ
ー
レ
を
は

じ
め
と
す
る
海
外
協
力
校
か
ら
の
パ
ネ
ル
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
の
講
堂
発
表
に
お
い
て
は
、３

学
園
の
教
員
に
よ
る
成
果
報
告
を
は
じ
め
、児
童
・
生

徒
・
学
生
・
院
生（
文
学
部
谷
口
ゼ
ミ
）が
合
同
で
取
り

組
ん
で
き
た
「
住
吉
川
の
環
境
学
習
」「
農
業
体
験
学

習
」「
児
童
会
・
生
徒
会
の
取
り
組
み
」
を
寸
劇
や
ス

ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
報
告
し
ま
し
た
。
名
古
屋
芸
術
大

学
の
山
田
卓
三
教
授
か
ら
は
、「
１８
年
の
系
統
的
な
一

貫
教
育
は
、基
礎
・
基
本
と
い
う
土
台
が
あ
っ
て
こ
そ

実
現
す
る
も
の
で
あ
り
、例
え
ば
、他
人
の
ゴ
ミ
を
拾

う
前
に
自
分
の
ゴ
ミ
を
拾
わ
せ
る
と
い
っ
た
”納
得
の
い

く
強
制
“や
、幼
少
期
に
覚
え
た
丸
暗
記
が
生
涯
役

に
立
っ
た
り
も
す
る
こ
と
な
ど
も
土
台
づ
く
り
に
は

欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
る
。
本
日
の
公
開
授
業
、講
堂

発
表
は
、い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、こ

れ
は
、し
っ
か
り
と
し
た
土
台
の
う
え
に
、研
究
開
発

に
お
け
る
様
々
な
取
り
組
み
の
成
果
が
反
映
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。
研
究
開
発
に
あ
た

っ
て
実
際
に
苦
労
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、今
後
、一
連
の
成
果
を
公

立
学
校
で
も
活
用
で
き
る
一
般
化
さ
れ
た
も
の
に
す

る
た
め
の
研
究
に
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
の
講
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

　
今
後
は
、１8
年
間
一
貫
教
育
に
お
い
て
展
開
し
た
３

年
間
の
環
境
教
育
の
実
践
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、

甲
南
の
も
つ
独
自
性
、共
通
性
を
生
か
し
た
さ
ら
な

る
３
学
園
の
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
が
進
め

ら
れ
ま
す
。
�



キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
�

編
集
者（
編
集
長
）�

株
式
会
社
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
　
吉
村
　
司
さ
ん
　
’84 
年
経
営
学
部
卒
�

就
職
活
動
も
い
よ
い
よ
本
番
。こ
れ
か
ら
自
分
の
目
指
す
将
来
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、�

在
学
中
に
ど
ん
な
努
力
を
行
い
、何
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。�

今
回
は
、キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
、経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、編
集
者
な
ど
、�

学
生
に
人
気
の
高
い
職
業
に
就
い
て
活
躍
さ
れ
る
卒
業
生
を
レ
ポ
ー
ト
。�

同
じ
道
を
目
指
す
学
生
の
た
め
に
、実
体
験
に
基
づ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
東
京
に
本
社
を
持
つ
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
が
関
西
で

ハ
ナ
コ
ウ
エ
ス
ト
を
創
刊
し
た
の
が
お
よ
そ
13
年
前
。

当
時
私
は
関
西
の
外
部
ス
タ
ッ
フ
の
ラ
イ
タ
ー
と
し

て
同
社
の
雑
誌
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
お
り
、そ
の
縁

で
編
集
部
の
立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
に
参
加
し
ま
し

た
。
雑
誌
の
出
版
と
い
う
の
は
東
京
の
一
極
集
中

で
す
か
ら
、関
西
で
雑
誌
編
集
に
携
わ
れ
る
と
い
う

の
は
非
常
に
希
な
こ
と
。
話
を
聞
い
た
と
き
は
、こ

れ
ま
で
に
な
い
、と
こ
と
ん
関
西
に
こ
だ
わ
っ
た
誌

面
を
つ
く
っ
て
や
ろ
う
と
意
気
込
み
、二
つ
返
事
で

引
き
受
け
ま
し
た
。い
ま
は
編
集
長
を
務
め
て
い
ま

す
が
、自
分
と
し
て
は
い
ち
編
集
者
と
し
て
動
き

回
っ
て
い
る
方
が
性
に
合
っ
て
い
ま
す
ね（
笑
）。
編

集
者
と
い
う
職
業
は
、資
格
を
取
っ
た
り
、知
識
を

積
み
上
げ
た
り
す
れ
ば
、誰
で
も
務
ま
る
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、大
切
な
の
は
そ
の

人
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
。
街
の
情
報
誌
の
編
集
に
携
わ

る
な
ら
、ど
れ
だ
け
街
を
歩
い
て
い
る
か
。
そ
の
中

で
面
白
い
と
思
う
も
の
を
ど
れ
だ
け
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

で
き
る
か
。つ
ね
に
流
行
を
先
取
る
ア
ン
テ
ナ
を
張

っ
て
い
ら
れ
る
か
…
。い
つ
も
人
と
違
う
こ
と
を
し
よ

う
と
す
る
気
持
ち
が
重
要
で
す
。
甲
南
の
学
生
は

本
来
そ
う
し
た
資
質
を
備
え
て
い
る
の
で
、個
人
的

に
は
編
集
者
向
き
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、い
ま
は
雑
誌
の
形
態
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
と
く
にW

eb

と
雑
誌
を
ど
う
つ
な
げ
て

展
開
し
て
い
く
か
が
こ
れ
か
ら
の
編
集
者
の
課
題
で

し
ょ
う
。
例
え
ば
、私
た
ち
の
雑
誌
で
は
、無
料
会

員
制
の
サ
イ
ト
「hanakow

est-cafe.com

」
を

立
ち
上
げ
て
、雑
誌
で
こ
の
サ
イ
ト
を
案
内
。
訪
れ

た
人
に
は
試
食
会
な
ど
お
ト
ク
な
情
報
を
発
信
し
、

そ
こ
で
集
め
た
情
報
は
ま
た
雑
誌
づ
く
り
に
生
か

す
と
い
っ
た
具
合
に
展
開
し
て
い
ま
す
。こ
ん
な
ふ

う
に
誌
面
を
超
え
て
発
信
す
る
の
が
面
白
い
と
い

う
人
、ぜ
ひ
、新
し
い
編
集
者
と
し
て
新
し
い
雑
誌

を
生
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

大
手
航
空
会
社
　
鎌
田 

香
子
さ
ん
　
’03 
年
経
営
学
部
卒
�

　
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
は
人
気
が
高
く
、狭
き

門
。で
も
私
は
ど
う
し
て
も
な
り
た
く
て
、大
学
在

学
中
か
ら
つ
ね
に
努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
具

体
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
、ま
ず
英
語
力

の
強
化
。
T
O
E
I
C
の
高
得
点
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
し
た
。
ま
た
、姿
勢
や
立
ち
居
振
る
舞
い
な

ど
も
重
視
さ
れ
る
と
聞
い
た
の
で
、友
だ
ち
に
見

て
も
ら
い
な
が
ら
練
習
し
た
り
…（
笑
）。い
ま
考
え

る
と
、中
で
も
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
と
思
う
の
は

経
営
学
部
の
O
C
A
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
制
度
を
通
じ
、航
空
会
社
の
業
務
を
体
験

で
き
た
こ
と
。
現
場
の
雰
囲
気
を
知
り
た
く
て
参

加
し
た
の
で
す
が
、偶
然
に
も
突
然
案
内
カ
ウ
ン

タ
ー
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
す
る
と
い

う
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
ま
し
た
。
非
常
事
態
に
雑

然
と
す
る
空
港
の
中
で
、テ
キ
パ
キ
と
行
動
す
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
強
さ
を
目
の
当

た
り
に
し
て
か
ら
は
、単
に
華
や
か
な
職
業
で
は
な

い
の
だ
と
い
う
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。
念
願
叶
っ

て
国
内
線
の
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
と
な
っ
た
い

ま
、現
場
で
感
じ
る
の
は
や
は
り
そ
の
こ
と
。
お
客

様
を
機
内
に
お
迎
え
し
て
、す
ぐ
に
座
席
を
案
内

し
、手
荷
物
を
収
め
、飲
物
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。

約
1
時
間
程
度
で
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
涼
し
い
顔

を
し
て
行
う
わ
け
で
す
か
ら
、お
客
様
の
目
の
届
か

な
い
と
こ
ろ
な
ん
て
戦
場
で
す
よ（
笑
）。
日
に
よ
っ

て
は
東
京
や
大
阪
を
経
由
し
、北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
を
縦
断
す
る
フ
ラ
イ
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
あ
り
、

ま
さ
に
体
力
勝
負
で
す
。
ま
た
今
後
は
機
内
ア
ナ

ウ
ン
ス
の
レ
ベ
ル
テ
ス
ト
に
パ
ス
し
て
、国
際
線
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
決
し
て
ラ

ク
で
は
な
い
の
で
、こ
の
職
業
を
目
指
す
な
ら
、た

だ
憧
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、ま
ず
は
し
っ
か
り
目
的

意
識
を
持
つ
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、い
ろ
ん
な
人
や
出

来
事
に
触
れ
、自
分
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
大
き
く
伸

ば
し
て
く
だ
さ
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
起
こ
る
現

場
で
そ
の
経
験
が
き
っ
と
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
�

TOEICを
目標とした語学
学習など、夢の実
現に向けた講義を履
修。スキルアップを
徹底する。�

空港での
インターンシップ

では、トラブルに遭遇。
現場のナマの緊迫感
を体感し、志を新た

にする。�

キャビンア
テンダントとして

航空会社に入社。
国内線業務を行い、
全国を飛び回る毎日
を過ごしている。�

�

卒業後は
朝日ファミリー

ニュース社に就職し、
ライターに。毎日が
締め切りのハードな
日 を々過ごす。�

3年でノウ
ハウを身につ

けて退社し、フリー
のライターとしてさま
ざまな雑誌づくり

に携わる。�
  ハナコ�

ウエスト創刊時
に立ち上げメンバー
となり、現在は編集
長として雑誌を統
括する。�

4 位　旅行�

参考 ： 投票！就職活動ランキング�
　　　http://www.sol.dti.ne.jp/ ̃watsushi/syushoku-rank-top.htm�
　　　DISCO　http://www.hr-plaza.com/database/



教
　
員
�

　
私
が
N
T
T
ド
コ
モ
関
西
に
入
社
し
た
の
は
、10
年

前
の
こ
と
。
当
時
は
ま
だ
携
帯
電
話
が
め
ず
ら
し
い

時
代
で
、会
社
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
私
が
弊
社
を
選
ん
だ
の
も
ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
く
、

会
社
を
訪
問
し
た
時
に
感
じ
た
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

明
る
い
社
風
が
決
め
て
で
し
た
。
�

　
入
社
し
て
、設
備
部
で
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
設
備
の
企
画
に
携
わ
り
な
が
ら
「
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
や
っ
て
生
ま
れ
る
ん
だ
ろ
う
」
と
い

う
好
奇
心
が
沸
い
て
き
ま
し
た
。
上
司
に
そ
の
気
持

ち
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、「
興
味
が
あ
る
な
ら
、N
T
T

ド
コ
モ
で
勉
強
し
て
こ
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、配

属
さ
れ
た
N
T
T
ド
コ
モ
の
サ
ー
ビ
ス
開
発
部
。こ

こ
で
は
、ビ
ジ
ネ
ス
部
門
の
要
望
を
把
握
し
つ
つ
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
を
考
え
、研
究
開
発
部
に

伝
え
る
の
が
仕
事
で
し
た
。ど
う
す
れ
ば
お
客
様
が

使
い
や
す
く
て
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の

か
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
と
研
究
開
発
部
門
と
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
�

サ
ー
ビ
ス
を
お
客
様
へ
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
時

は
、本
当
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
�

　
そ
の
後
、ド
コ
モ
関
西
に
戻
り
、サ
ー
ビ
ス
開
発
部

で
販
売
促
進
用
の
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
の
開
発
、営
業
企

画
部
で
営
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
普
及
拡
大
に
携

わ
り
な
が
ら
、新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
に
は
、お

客
様
の
立
場
・
気
持
ち
に
立
っ
て
ニ
ー
ズ
を
突
き
詰
め

て
い
く
探
究
心
が
不
可
欠
と
い
う
気
持
ち
を
、ま
す

ま
す
強
く
し
ま
し
た
。
�

　
現
在
は
、モ
バ
イ
ル
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
推
進
部
で

P
D
A
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
商
品
を
用
い
た
デ
ー
タ
通
信

の
お
問
合
せ
窓
口
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
か
i
モ
ー
ド
に
続
く
よ
う
な
魅
力
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
お
客
様
に
ご
提
供
し
た
い
と
い
う
思
い
を
胸
に
お

客
様
の
声
を
収
集
・
分
析
し
、ア
イ
デ
ィ
ア
の
検
討
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
�

　
自
由
で
明
る
い
校
風
で
何
か
に
一
生
懸
命
に
熱
中

し
て
い
る
、探
究
心
旺
盛
な
甲
南
生
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
一
緒
に
仕
事
し
ま
し
ょ
う
。
�

三
菱
商
事
株
式
会
社
　
藤
井
　
淳
さ
ん
　
’90 
年
法
学
部
卒
�

商
社
マ
ン
�

情
報
・
通
信
サ
ー
ビ
ス
�

　
私
は
入
社
時
、希
望
叶
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
グ

ル
ー
プ
の
所
属
と
な
り
ま
し
た
。
駆
け
出
し
は
石

油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
向
け
の
燃
料
販
売
で
す
。

毎
週
工
場
を
訪
れ
て
は
、ボ
イ
ラ
ー
や
タ
ー
ビ
ン
が

唸
り
を
あ
げ
て
い
る
場
所
で
現
場
の
技
術
者
と
面

談
し
な
が
ら
情
報
収
集
を
行
い
、東
京
に
戻
っ
て
は

そ
の
工
場
の
本
社
と
商
談
を
行
う
と
い
う
地
道
な

「
ド
ブ
板
営
業
」
の
日
々
で
し
た
ね
。
取
引
先
と
の

商
談
で
は
、上
司
に
相
談
す
る
暇
も
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、本
質
と
状
況
を
考
え
て
自
分
で
「
即
断
即

決
」
し
、責
任
は
自
分
で
取
る
と
い
う
場
面
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
。
も
と
も
と
「
レ
ー
ル
の
引
か
れ
た
仕

事
は
し
な
い
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
か
ら
、想
像
以

上
に
若
手
に
権
限
委
譲
さ
れ
て
い
る
わ
が
社
の
ス

タ
イ
ル
が
肌
に
合
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
は
入

社
5
年
目
の
ベ
ト
ナ
ム
や
中
東
で
の
長
期
業
務
研

修
を
経
て
、ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
海
外
事
業
投

資
業
務
を
担
当
。
入
社
１０
年
目
に
は
、い
ま
ま
で
の

営
業
実
績
と
事
業
投
資
経
験
が
認
め
ら
れ
た
の
か
、

Ｃ
Ｅ
Ｏ
直
轄
組
織
の
戦
略
部
門
に
異
動
。
現
在
は

わ
が
社
重
点
市
場
で
あ
る
イ
ラ
ン
駐
在
と
な
り
、

L
N
G
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
と
本
邦
向
け
の

原
油
・
L
P
G
な
ど
の
輸
入
・
調
達
業
務
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
ま
た
駐
在
員
の
役
割
の
一
つ
は
、「
わ
が

社
の
事
業
機
会
と
リ
ス
ク
を
見
極
め
る
た
め
に
駐

在
国
の
潜
在
的
な
趨
勢
と
事
象
を
絶
え
ず
発
掘
・

注
視
・
分
析
し
、本
社
に
最
前
線
の
情
報
を
報
告

す
る
こ
と
」
で
す
。
そ
の
た
め
、毎
日
イ
ラ
ン
関
連
の

報
道
に
は
全
て
目
を
通
し
、さ
ま
ざ
ま
な
現
地
の

方
と
会
っ
て
情
報
の
真
偽
の
確
認
と
共
に
そ
の
背

後
に
あ
る
も
の
を
探
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん

に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
、早
い
う
ち
に
自
分
の
一

番
好
き
な
こ
と
、興
味
の
あ
る
こ
と
は
何
か
を
知
り
、

将
来
、ど
ん
な
自
分
に
な
り
た
い
の
か
を
明
確
に
す

る
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、い
ま
何
を
す
べ
き
か
が

見
え
て
く
る
。「
チ
ャ
ン
ス
は
準
備
の
な
い
者
を
助

け
な
い
」
私
の
好
き
な
言
葉
を
贈
り
ま
す
。
そ
れ
で

は
い
つ
か
海
外
の
ど
こ
か
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！
�

さまざまな国
を相手に仕事が

したいと考え、商社
を志望。就職活動で
三菱商事社員に
触れ、憧れる。�

エネルギー
事業グループに

所属し、地道な努力
と柔軟な発想で実績
を積み、10年後に
は戦略部門に。�

現在は�
イランの首都

テヘランに在駐し、
現地プロジェクトの
開発や情報収集

を行う日々。�

｢モノづくり
が好き｣と面接

時にアピール。設
備企画担当で設備
インフラの構築計
画に取り組む。�

�

新しいサー
ビスを生み出す

現場への興味から、
NTTドコモのサー
ビス開発部へ。�

ドコモ関西で、
サービス開発部、営

業企画部を経てモバイ
ルマルチメディア推進部に。
モバイルマルチメディア
利用の普及・促進に

奮闘中！�

「社会が
見渡せる仕

事に就こう」と一
念発起し、前職の商
社を退社して船井
総合研究所に。�

新人時代
はできることが

ないが、とにかく現
場に出た。顧客の家
具屋で人夫をこな
したことも。�

現在は12
年来付き合い

のある企業をはじめ、
流通業約20社のコ
ンサルティングを

務める。�

株
式
会
社
船
井
総
合
研
究
所
　
不
破
　
誠
さ
ん
　
’87 
年
経
済
学
部
卒
�

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
�

　
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
言
え
ば
、企
業
の
抱
え

る
経
営
上
の
問
題
を
発
見
し
、解
決
す
る
た
め
に

知
恵
を
絞
る
外
部
ブ
レ
ー
ン
。
さ
ぞ
か
し
ス
マ
ー
ト

な
知
的
職
種
と
思
わ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、実
際
の
現
場
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
は
オ
ー
ト
バ
イ
、自
転
車
業
界
を
中
心
に
、

流
通
業
小
売
店
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
お

り
、そ
こ
で
は
経
営
戦
略
を
練
っ
て
提
案
す
る
だ
け

で
な
く
、売
場
の
商
品
を
考
え
た
り
、チ
ラ

シ
や
P
O
P
を
手
配
す
る
の
も
全
部
自
分

で
す
。
ど
う
で
す
？ 

現
場
ベ
タ
ベ
タ
の
世

界
で
し
ょ
う（
笑
）。
結
局
、私
た
ち
は
何
か

モ
ノ
を
売
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、顧
客
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で
、相
手
に
利

益
を
上
げ
さ
せ
、信
頼
を
培
っ
て
い
く
職
業

で
す
か
ら
、こ
こ
ま
で
で
終
わ
り
と
い
う
線

が
あ
り
ま
せ
ん
。
真
剣
に
取
り
組
む
ほ
ど
、 

”何
で
も
屋

“的
に
ど
ん
ど
ん
細
部
ま
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
、夜
も
眠
れ
な
く

な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。で
す
か
ら
、将
来
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
目
指
す
人
が
い
た
ら
、ま

ず
、そ
の
泥
臭
い
部
分
を
知
っ
て
お
い
て
欲

し
い
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
経
営
の
知
識
に
こ
だ
わ
り

過
ぎ
る
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
生
半
可
な
知
識

を
持
つ
と
、顧
客
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
よ
く
見

も
せ
ず
に
、小
手
先
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
結
論
を

出
そ
う
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
む
し
ろ
、相
手
の
話

の
中
か
ら
課
題
の
本
質
を
見
つ
け
る
分
析
力

や
そ
れ
に
対
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
考
え

ら
れ
る
柔
軟
性
を
伸
ば
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
私
自
身
、入
社
前
は
と
く
に
勉
強
し
な
く

て
い
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
入
社
し
て
か
ら
先

輩
の
支
援
に
同
行
さ
せ
て
も
ら
っ
て
顧
客
の

話
を
聞
き
、現
場
の
中
で
一
つ
ひ
と
つ
で
き
る

こ
と
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

逆
に
学
生
時
代
は
よ
く
遊
び
ま
し
た（
笑
）。

水
泳
部
の
ハ
ー
ド
な
練
習
を
こ
な
し
て
か
ら
夜

遅
く
ま
で
遊
ん
で
い
た
お
か
げ
で
、私
は
い
ま

も（
!?
）48
時
間
ま
で
O
K
。こ
の
タ
フ
さ
も
、

私
の
大
き
な
武
器
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

姫
路
市
立
飾
磨
高
等
学
校
　
半
田 

真
美
さ
ん
　
’95 
年
文
学
部
卒
�

　
こ
の
学
校
で
教
職
に
就
い
て
9
年
目
に
な
り
ま

す
。
赴
任
当
初
は
、英
語
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
オ
ー

ラ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
を
教
え
て
い
ま
し
た

が
、現
在
で
は
、3
年
生
の
担
任
で
、リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
指
導
し
て
い
ま
す
。い
ま
職
場
で

私
が
実
感
す
る
の
は
、教
師
の
役
割
っ
て
ホ
ン
ト
に

際
限
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
教
職
を
目
指
し
て

勉
強
し
て
い
た
大
学
時
代
や
勤
め
始
め
た
頃
は
、

と
に
か
く
英
語
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
、授
業
内
容
や
指
導
方
法
な
ど
を
一

生
懸
命
勉
強
し
ま
し
た
が
、担
任
を
持
っ
た
い
ま
、

そ
れ
だ
け
で
は
通
用
し
な
い
こ
と
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、就
職
や
推
薦
入
試
に
備
え
て
作

文
や
面
接
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、成
長

期
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
は
誰
で
も
悩
み
を
抱
え
て

い
ま
す
か
ら
、生
徒
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
相
談
事
に

耳
を
傾
け
た
り
、実
際
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
奨
め
て
み
た
り
、一
人
ひ
と

り
に
違
っ
た
ケ
ア
も
必
要
で
す
。
そ
う
な
る
と
、も

う
こ
う
す
れ
ば
い
い
な
ん
て
教
科
書
は
ど
こ
に
も
な

い
。
毎
日
が
体
当
た
り
勝
負
と
い
う
感
じ
で
す（
笑
）。

と
く
に
い
ま
は
少
子
化
に
と
も
な
っ
て
、家
庭
環
境

が
変
わ
り
、子
ど
も
の
心
理
も
い
ま
ま
で
の
常
識
だ

け
で
判
断
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
の
教
師
に
は
、生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性
に
合
わ

せ
た
柔
軟
な
指
導
が
必
要
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

い
ま
か
ら
教
職
を
目
指
そ
う
と
い
う
人
に
と
っ
て
は
、

不
安
な
話
ば
か
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、や
り
が

い
・
充
実
感
を
大
い
に
感
じ
ら
れ
る
職
業
で
も
あ
る

ん
で
す
よ
。
例
え
ば
、一
生
懸
命
見
守
っ
た
生
徒
が

紆
余
曲
折
を
経
て
ゴ
ー
ル
に
至
る
こ
と
が
で
き
た

と
き
に
は
最
高
に
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
、現

場
で
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、甲

南
で
の
学
校
生
活
を
思
い
浮
か
べ
て
み
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
広
い
知
識
や
教
養
を
備
え
な
が
ら
も
、

い
つ
も
同
じ
目
線
で
丁
寧
に
接
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
の
姿
勢
に
は
私
自
身
、学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
�

英語教師の
夢を抱いて文学
部へ。語学習得に
努力し、教育実習で
は改めてやりがい
を見つける。�

卒業後は、
念願叶って英
語教師に。姫路市
立飾磨高等学校 
に勤務する。�

9年目を迎
え、現在は3年

生の担任をしている。
リーディング・ライティ
ングを担当。個別
指導にも尽力。�

’92 
年
理
学
部
卒
�

’94 
年
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
�

修
士
課
程
修
了
�

株
式
会
社
N
T
T
ド
コ
モ
関
西
　
高
橋 

美
保
さ
ん�



文学部社会学科　野々山 久也 教授�

野々山先生の研究を�
読み解くキーワード�

1942年、愛知県生まれ。大阪市立大学大学院生活
科学研究科修士課程修了。1989年より甲南大学
に在籍し、家族社会学や生活福祉学などを研究対
象とする。（財）21世紀ヒューマンケア研究機構家
庭問題研究所所長を兼任。日本家族社会学会理事、
関西社会学会理事。単著や編著および論文は多数。
3冊目の単著である『家族の「遊び力」』を2003年
9月に出版。�

社
会
の
仕
組
み
が
変
わ
り
、�

家
族
に
大
き
な
変
化
が
訪
れ
て
い
る�

家族の動態、家庭の機能・役割、家族と社会との関係な
どについて実証的・体系的な調査研究を行うシンクタンク。
現代家族の課題とあり方を考察し、その成果を用いた政
策提言を行っている。�

家族という単位でライフスタイルの変化をとらえる考え方。
核家族化が始まってから20年後、家族が多様化し始め、
こうした概念が用いられるようになった。�

これまでは多くの人の関わりによって行われていた子育
てが、母親一人の役目になりつつある現象。育児ノイロ
ーゼなどの原因となっている。�

島根大学法文学部社会システム学科専任講師�

片岡 佳美さん�

大学院修士課程から先生にお世話になっており、大学

院のゼミでは家族社会学のさまざまな理論について学

びました。先生はつねにいくつもの調査研究プロジェ

クトに従事されていましたので、先生のそばにいると、

調査やデータ分析を直に体験することができ、とても

貴重な経験を積ませてもらいました。ところで、私も研

究者としてレベルを上げたつもりですが、いつも話して

いるうちに浪花節のように引き込んでいく先生の求心力、

あれだけはなかなかマネすることができません。�

子 育ての囲い込み化現象�

家 庭問題研究所�

家 族ライフスタイル�

先生は人の意見を大事にされる方�
活動しやすい場をつくってくださいます�

家族変動の分析�

関西国際大学人間学部助教授　清水 美知子さん�
’89年人文科学研究科応用社会学専攻博士後期課程修了�

’99年人文科学研究科応用社会学専攻博士後期課程修了�

先生、知の最前線を�
教えてください！�

子
育
て
の
具
体
例
か
ら
、�

い
ま
の
家
族
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ�

家
庭
問
題
研
究
所
の
所
長
と
し
て
、�

広
く
提
言
で
き
る
研
究
を
推
進
�

浪
花
節
の
よ
う
に
人
を�

引
き
込
む
求
心
力�

こ
れ
だ
け
は
、い
つ
ま
で�

経
っ
て
も
マ
ネ
で
き
な
い�

今回のテーマは…�

先生が甲南大学に着任されたとき、私は人文科学研究

科応用社会学専攻の学生でした。それから家庭問題研

究所での3年間を含め、15年来のお付き合いになります。

先生の印象を一言で言えば、「万年青年」でしょうか。

家庭問題研究所に勤めていた頃にも、こんなエピソード

が。外部の研究者をお招きした研究会の場で、会場を

懇親会にセッティングし直す際、所長である先生が率先

してイスを並べるので周りは大慌て。でも、フットワーク

が軽く、偉ぶらないところは先生の大きな魅力です。�

お
孫
さ
ん
が
い
る
と
は�

思
え
な
い
、と
て
も�

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な�

先
生
で
す�

家庭問題研究所�
主任研究員�
プール学院短期大学講師�

河野 由美さん�

非常勤の研究員として、

家庭問題研究所で野々山

教授と研究活動をご一緒

させていただいています。

現在私が進めているのは、

ターミナルケアと家族に

関する調査ですね。野々

山先生は最初、とても厳しい印象でしたが、実はとても

気配りの上手な方。ミーティングの場でも、私たち新任

の研究員が発言しやすいようにジョークで場をなごませ

てくださったりしています。また、人の意見をとても大切

にされるので、当研究所は私にとってとても活動しやす

い場となっています。�

　
幼
児
虐
待
、少
年
犯
罪
の
頻
発
な
ど
に
よ
り
、近
年
、

家
族
の
抱
え
る
問
題
が
顕
著
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ご
く
普
通
の
家
庭
が
、あ
る
日
突

然
破
綻
し
て
し
ま
う
…
。
そ
の
原
因
は
、い
っ
た
い
ど
こ
に

潜
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
家
族
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
な
ど
を
追
究
さ
れ
て
い
る
野
々
山
教
授
に
現
代
家
族

の
問
題
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
。「
家
族
の
問
題
が
難
し

い
の
は
、ま
ず
そ
こ
で
起
こ
っ
て
い
る
歪
み
が
実
に
日
常

的
で
あ
る
た
め
、非
常
に
見
え
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

問
題
視
す
る
声
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
い
ま
で
も
、一
般

の
家
庭
で
は
、ま
さ
か
自
分
の
家
族
に
問
題
が
潜
ん
で
い

る
な
ど
考
え
も
し
な
い
。
騒
が
れ
て
い
る
の
は
、ど
こ
か

の
特
別
な
家
族
の
こ
と
だ
と
思
い
こ
ん
で
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、結
論
か
ら
言
え
ば
、い
ま
は
家
族
を
取
り
巻
く

社
会
の
仕
組
み
そ
の
も
の
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
、

そ
の
歪
み
は
大
な
り
小
な
り
、ど
の
家
族
に
も
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
な
ん
で
す
よ
」
と
教
授
は
言
い
切
る
。「
私
は

そ
う
い
う
現
状
を
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
集
め
て
分
析
し
、

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」�

����

　
で
は
具
体
的
に
、現
代
の
家
族
に
は
ど
の
よ
う
な
変

化
が
起
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
例
え
ば
、子
育
て
を
考

え
て
も
ら
う
と
い
い
。
実
は
”育
児
“と
い
う
言
葉
が
使

わ
れ
始
め
た
の
は
、戦
後
の
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
ま

で
は
”
子
守
り
“と
言
っ
て
い
た
ん
で
す
。こ
の
こ
と
か
ら

も
想
像
が
つ
く
よ
う
に
、以
前
の
家
族
で
は
、子
ど
も
は

父
母
だ
け
で
な
く
、祖
父
母
、親
戚
や
近
所
の
人
ま
で

加
わ
っ
て
、み
ん
な
で
育
て
る
と
い
う
の
が
共
通
認
識
で

し
た
。
そ
れ
が
い
ま
で
は
核
家
族
化
な
ど
に
よ
り
、
母
親

一
人
で
”子
育
て
“し
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、大
き
な
負
担

が
の
し
か
か
り
、い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
。

私
は
こ
れ
を
”子
育
て
の
囲
い
込
み
化
現
象
“と
呼
ん
で

い
ま
す
。
し
か
も
具
合
が
悪
い
こ
と
に
、誰
も
そ
の
変
化

に
気
が
付
か
な
い
。
娘
を
し
っ
か
り
し
つ
け
ら
れ
な
い
母

親
に
夫
の
母
が
、
”
あ
な
た
は
ど
う
し
て
そ
う
な
の
。
私

な
ん
て
、5
人
も
立
派
に
育
て
た
の
よ
“
と
小
言
を
言
い

ま
す
が
、実
は
、
決
し
て
一
人
で
育
て
た
わ
け
で
は
な
い

ん
で
す
」�

　
教
授
の
調
査
に
よ
れ
ば
、い
ま
の
母
親
は
こ
う
し
た
背

景
か
ら
、育
児
に
対
す
る
不
安
が
募
り
、
”
自
分
の
自
由

な
時
間
を
持
ち
た
い
“、
”夫
が
理
解
し
て
く
れ
な
い
“と

い
っ
た
不
満
を
抱
え
て
い
る
。
ま
た
家
族
全
員
や
地
域
で

育
て
て
い
た
時
代
に
は
”ほ
ど
ほ
ど
主
義
“だ
っ
た
子
育

て
に
対
し
、
”
完
璧
に
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
“と
い
っ

た
強
迫
観
念
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。
加
え
て
、子
育
て

に
参
加
し
な
い
夫
ほ
ど
、妻
に
完
璧
な
子
育
て
を
求
め

る
な
ど
の
調
査
結
果
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う

か
ら
、ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
母
親
が
増
え
る
の
は
無
理
も
な
い

こ
と
で
あ
ろ
う
。�

　
さ
ら
に
野
々
山
教
授
は
こ
う
続
け
る
。「
一
方
で
、子

ど
も
の
道
徳
観
が
低
下
し
て
い
る
な
ど
の
変
化
を
受
け
、

家
庭
の
教
育
力
を
ど
う
高
め
る
か
と
い
っ
た
こ
と
が
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、私
は
こ
れ
は
本
末
転
倒
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
本
来
教
育
の
場
で
な
か
っ
た
家
庭
に
ま
で
教

育
を
持
ち
込
む
か
ら
、い
ま
子
ど
も
が
お
か
し
く
な
っ
て

い
る
。
ホ
ン
ト
は
も
っ
と
親
が
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
だ

方
が
い
い
ん
で
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、兄
弟
が
一
緒
に
遊
ん

だ
方
が
い
い
。
子
ど
も
は
誰
か
の
面
倒
を
見
る
こ
と
で
、

自
然
に
社
会
性
を
培
っ
て
い
く
も
の
だ
か
ら
。
た
だ
し
、

い
ま
は
少
子
化
で
兄
弟
や
近
所
の
子
ど
も
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
か
ら
、大
き
い
子
が
小
さ
い
子
の
面
倒
を
見
る 

”
社
会
的
お
に
い
ち
ゃ
ん
“
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
か
が

行
政
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
ね
」�

����

　
こ
う
し
た
研
究
を
組
織
的
に
よ
り
深
く
行
っ
て
い
く

た
め
、野
々
山
教
授
は
兵
庫
県
の
研
究
機
関
「
家
庭
問

題
研
究
所
」
の
所
長
も
務
め
て
い
る
。こ
こ
で
は
数
名
の

研
究
員
と
共
に
、毎
年
県
か
ら
依
頼
さ
れ
た
い
く
つ
か
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、実
証
的
・
体
系
的
な
調
査
研
究
を
展

開
。
2
0
0
3
年
度
は
、「
少
子
化
へ
の
取
り
組
み
に
関

す
る
青
少
年
意
識
に
関
す
る
調
査
研
究
」「
タ
ー
ミ
ナ

ル
ケ
ア
と
生
死
観
に
関
す
る
調
査
研
究
」「
成
人
期
に

お
け
る
親
子
関
係
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
3
つ
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。「
こ
こ
の
研
究
機
関
は
ス
タ
ッ
フ
も
優

秀
な
方
が
多
く
、作
成
さ
れ
た
報
告
書
は
、さ
ま
ざ
ま
な

学
術
書
に
広
く
引
用
さ
れ
る
な
ど
、高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。
研
究
実
績
に
つ
い
て
国
連
か
ら
表
彰
を
受
け
た

こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
ま
た
、こ
と
家
庭
問
題
の
研
究

に
お
い
て
は
、国
の
専
門
機
関
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な

い
ん
で
す
ね
。で
す
か
ら
私
た
ち
は
単
に
一
地
域
の
研
究

機
関
と
し
て
役
割
を
担
う
だ
け
で
な
く
、全
国
の
行
政

に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
研
究
を
行
っ
て
い
き

た
い
。
と
く
に
兵
庫
県
と
い
う
土
地
は
、都
市
部
が
あ
り
、

農
村
部
が
あ
り
、海
が
あ
り
、山
が
あ
り
‥
と
、さ
ま
ざ

ま
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
研
究
で
き
る
場
所
。こ
こ
か
ら

日
本
を
広
く
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」�

　
こ
の
ほ
か
に
も
結
婚
に
つ
い
て
、農
村
部
の
男
性
と
都

市
部
の
女
性
の
意
識
を
考
察
し
、接
点
を
設
け
る
「
こ

う
の
と
り
の
会
」
な
ど
、野
々
山
教
授
の
研
究
の
場
は
幅

広
く
、意
欲
的
だ
。
今
後
も
あ
た
ら
し
い
社
会
の
問
題
点

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
教
授
の
活
動
は
、ま
す
ま
す
広
が

り
を
見
せ
て
い
く
に
違
い
な
い
。�

野々山教授について教えてください�

家族の「遊び力」�
変わりゆく家族と子育てのはなし�

野々山 久也著�
ミネルヴァ書房　￥2,000（税別）�

●
次
回
は
理
工
学
部
太
田
雅
久
教
授
の
研
究
室
を
訪
問
し
ま
す
。�



グ
ラ
ウ
ン
ド
北
の
噴
水�

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
北
側
に
あ
る
噴
水
は
旧
制
時

代
か
ら
の
も
の
。
ま
た
、ま
わ
り
に
ひ
ろ
が

る
ビ
オ
ト
ー
プ（
野
生
の
植
物
や
生
き
物
が

生
息
す
る
水
辺
）は
、学
生
も
参
加
し
て
造

ら
れ
た
も
の
で
、ラ
ベ
ン
ダ
ー
、タ
イ
ム
な
ど

が
植
わ
る
「
香
り
の
古
径
」
を
は
じ
め
、さ

ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
散
策
が
楽
し
め
ま
す
。
�

ガ
ス
灯�

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム�

生
ゴ
ミ
処
理
機（
生
協
）�

起
業
家
研
究
会
甲
南
オ
フ
ィ
ス�

５
号
館
植
木�

高
い
窓
か
ら
眺
め
な
い
と
気
が
つ
か
な
い
け
れ
ど
、５
号

館
と
１０
号
館
の
間
に
あ
る
植
木
は
、学
園
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
か
た
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。５
号
館
の
各
階
に
あ
る
、西

向
き
の
ロ
ビ
ー
か
ら
、チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
�

講堂兼�
体育館�

ハイテク・�
リサーチ・センター�

7号館�

4号館�

12号館�
（2004年8月完成予定）�

15号館�

16号館�

14号館�
学友会館�

学
友
会
館�

8号館� 11号館�

5号館�

10号館�

3号館�
1号館�

6号館�

2号館�

18号館�
（カウンセリングセンター）�

9号館�

図書館�

正門�
ロースクール棟�
（2004年3月完成予定）�

学生会館�

甲
友
会
館�

西校舎�

北校舎�

「食堂の下にいるコピーのおばちゃんはいったい誰？」�
「起業家研究会ってどこで活動しているの？」�

「ガス灯があるって聞いたけど、どこにあるの？」…。�
皆さんが普段から甲南キャンパスに抱いているさまざまな疑問、�

不思議をここで一挙に解決します。�

9
号
館
地
図
�

オ
ラ
ン
ダ
の
地
理
学
者
で
数
学
者
で
も
あ
る
オ
ル
テ
リ
ウ

ス（
１
５
２
７
〜
１
５
９
８
年
）が
編
ん
だ
、５3
葉
の
地
図
を

含
む
世
界
地
図
帳
「T

H
E
A
T
R
V
M
 
O
R
B
IS
 
T
E
R
-

R
A
R
V
M
 
1574 

A
n
tv
erp
iae

」
か
ら
抜
粋
し
た
も

の
。
原
版
の
銅
版
刷
を
ア
ー
ト
デ
コ（
ス
レ
ー
ト
に
フ
ィ
ル

ム
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
）し
て
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

K.

C.

＆
co
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う

起
業
家
研
究
会
。
そ
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
活
動

の
場
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
部
屋
で
す
。

２
０
０
１
年
の
発
足
以

来
、い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ

ア
が
こ
の
部
屋
か
ら
生

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
１０

号
館
北
館
２
階
に
あ

り
ま
す
。
�

2
号
館
の
凹
み
�

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
２
号
館
の
不
思
議
な
凹
み
。２
号
館

が
建
て
ら
れ
た
と
き
、す
で
に
大
き
く
茂
っ
て
い
た
木
を
切

り
取
ら
な
い
で
守
ろ
う
と
、建
物
の
壁
を
凹
ま
せ
ま
し
た
。
�

甲
友
会
館�

文
具
店�

大
学
生
協
と
は
別
に
設
置

さ
れ
て
い
る
、小
さ
な
文
具

店
。
学
生
か
ら
、「
コ
ピ
ー

の
お
ば
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
親

し
ま
れ
て
い
る
武
智
さ
ん
は
、な

ん
と
大
学
開
校
２
年
目
か
ら
こ
こ
に
店
を
構
え
て
い
る
と
か
。
�

荒
勝
文
策
先
生
の
文
字（
学
館
南
）�

今
年
7
月
か
ら
生
協
横
で
活
躍
し
て
い
る
生
ゴ
ミ
乾
燥

機
「
e
‐
ド
ラ
イ
」
。
食
堂
で
出
た
残
飯
や
生
ゴ
ミ
を
約
12

時
間
か
け
て
乾
燥
さ
せ
る
と
、重
さ
で
1
／
3
〜

1
／
10
も
減
ら
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
処
理
後

の
ゴ
ミ
は
堆
肥
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
�

卒
業
生
、父
母
、学
生

が
と
も
に
集
い
、と
も

に
語
ら
う
場
と
し
て
、

昨
年
秋
に
竣
工
し
ま

し
た
。
ク
ラ
ブ
や
ゼ
ミ

の
発
表
会
や
展
示
会
、

ま
た
は
懇
親
会
な
ど

に
利
用
で
き
ま
す
。
�

大
学
内
発
電
所
が
�

5
号
館
の
屋
上
に
！
�
�

資
源
の
ム
ダ
を
省
い
て
い
ま
す
�

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
噴
水�

結
構
歴
史
が
あ
る
み
た
い
で
す
よ�

学
内
に
は
意
外
と�

不
思
議
な
と
こ
ろ
が�

あ
る
ん
で
す�

私
た
ち
が�

案
内
し
ま
す
！�

経営学部2年次�
伊達 康一さん�

経営学部3年次�
井上 真希さん�

ナビゲーター� ナビゲーター�

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
ガ
ス
灯
に
は�

実
は
本
物
と
偽
物
が
あ
る
の
で
す�

ア
レ
？ 

植
え
込
み
が
�

甲
南
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
!?
�

正
門
か
ら
３

号
館
へ
続
く

道
脇
に
あ
る

灯
り
は
、
実

は
電
気
灯
。

５
号
館
と
１０

号
館
の
間
に
あ
る
こ
の
２
つ
の
灯
り
の
み
が
ガ
ス
灯
で
、優

美
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
夜
は
、二
人
の
世

界
に
ピ
ッ
タ
リ
！！
�

コ
コ
が
学
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
拠
点�

次
の
ア
イ
デ
ア
を
模
索
中
で
す�

研
究
室
を
訪
れ
る
と
き
、�

パ
ッ
と
目
を
ひ
く
巨
大
地
図�

自
然
を
生
か
す
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
�

建
物
も
緑
を
よ
け
て
建
築
さ
れ
る
!?
�

環
境
意
識
の
高
さ
は
こ
こ
で
も
わ
か
る�

生
ゴ
ミ
乾
燥
機
「
e
‐
ド
ラ
イ
」�

甲
南
関
係
者
が
一
堂
に
集
ま
る�

多
目
的
ホ
ー
ル
が
で
き
ま
し
た�

ん
？ 

生
協
の
隣
に
も�

も
う
一
つ
お
店
が
…
??
�

こ
れ
は
、ど
う
読
む
の
？
�

私も普段はここで�
活動しています�

武智さんが�
コピーを�
手伝ってくれます�

５
号
館
で
は
、地
球
に
や
さ
し
い
、無
限
で
ク

リ
ー
ン
な
太
陽
光
を
利
用
し
た
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、環
境
保
護
の
啓

発
や
、
次
世
代

を
担
う
学
生
の

教
材
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。
�

学
生
会
館
東
南
の
芝
生
の
中
に
、石
に
彫
ら
れ
た
文
字

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

初
代
学
長
荒
勝
文
策
先

生
の
書
で
「
流
水
和
道
」

（
一
如
）と
書
か
れ
て
お
り
、

昭
和
44
年
、
学
生
会
館

の
建
設
に
伴
い
、現
在
の

出
会
い
の
広
場
に
あ
っ
た

も
の
を
移
設
し
て
い
ま
す
。
�

7月3日 投入�

7月4日 排出�



■サイバーライブラリ�

お便りで届いた皆さまの疑問を、毎回、徹底調査していくこのページ。今回は甲南

大学の設備・システムなどの費用を調べました。何気ない設備にも結構コストが

かかっているので、皆さん驚かれるのではないでしょうか。とくに現役生の方、これ

を知ってからはさらに設備を、有効利用するよう心掛けてくださいね。�

誌
面
作
り
に
対
す
る�

ご
意
見
・
ご
感
想�

「
こ
ち
ら
甲
南
特
捜
部
」
は
、皆
さ
ま
の
お

便
り
を
も
と
に
構
成
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

日
頃
か
ら
甲
南
大
学
に
対
し
て
感
じ
て
い

た
疑
問
を
、ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、誌
面
作
り
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感

想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

●
新
し
く
で
き
た
E
B
A
総
合
コ
ー
ス
に
興
味
が

あ
っ
た
の
で
、特
集
の
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
へ
の
挑
戦
」

が
面
白
か
っ
た
。サ
ポ
ー
ト
施
設
の
写
真
が
載
っ

て
お
り
、柏
井
さ
ん
の
体
験
談
が
詳
し
く
載
っ
て

い
た
の
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。（
’80 
年
卒
・
男
）�

�

●
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
甲
南
の
改
革
を
推
進
し
、個

性
尊
重
の
ユ
ニ
ー
ク
な
学
園
を
つ
く
る
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
、特
集
の
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
へ
の
挑
戦
」

は
よ
い
言
葉
で
は
な
い
か
と
思
い
な
が
ら
読
み
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
特
集
だ
け
で
な
く
、学
生
を

取
り
込
ん
だ
学
園
の
取
り
組
み
と
し
て
ぜ
ひ
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。（
’66 
年
卒
・
男
）�

●
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
へ
の
挑
戦
が
と
て
も
興
味
深
か
っ

た
。
あ
く
ま
で
自
分
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
姿

に
感
動
し
ま
し
た
。（
’61 
年
卒
・
男
）�
�

●
最
近
の
学
生
に
不
足
し
て
い
る
、自
己
実
現
す
る

た
め
に
真
剣
に
行
動
し
て
い
る
甲
南
生
を
拝
見

し
、自
分
の
こ
と
を
も
う
一
度
見
つ
め
直
す
必
要

性
を
感
じ
た
。
甲
南
の
公
開
講
座
に
関
す
る
情

報
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
’72 
年
卒
・
男
）�

�

●
以
前
、企
業
の
企
画
部
調
査
部
門
で
生
産
・
販
売

計
画
の
た
め
の
市
場
・
経
済
予
測
の
仕
事
を
し

て
い
た
の
で
稲
田
先
生
の
研
究
内
容
が
興
味
深

か
っ
た
。（
不
明
）�

�

●
3
年
次
の
娘
が
稲
田
先
生
の
講
義
に
つ
い
て
よ

く
話
し
て
く
れ
ま
す
が
、こ
の
記
事
を
見
て
改
め

て
、娘
は
素
晴
ら
し
い
先
生
に
出
会
え
た
も
の
だ

と
実
感
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。（
学
生
・
生
徒
の
ご

父
母
）�

�

●
時
代
は
多
国
語
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
甲
南

生
が
世
界
に
躍
動
す
る
た
め
、キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ

ド
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
6
号
館
を
十
分
に
生
か

せ
る
よ
う
願
い
ま
す
。（
学
生
・
生
徒
の
ご
父
母
）�

�

●
こ
ち
ら
甲
南
特
捜
部
が
お
気
に
入
り
で
す
。
身

近
な
疑
問
に
専
門
の
先
生
方
が
丁
寧
に
答
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
て
、頭
が
下
が
る
思
い
が
し
ま
す
。

ほ
か
に
も
、研
究
室
訪
問
な
ど
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
の
で
、次
号
の
予
告
な
ど
を
し
て
も
ら
え

る
と
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
。（
’00 
年
卒
・
男
）�

�

●
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
い
ま
だ
か
ら
こ
そ
、

海
外
で
活
躍
さ
れ
る
方
の
取
材
を
シ
リ
ー
ズ
化

し
て
欲
し
い
。
”甲
南
健
児
こ
こ
に
あ
り
“と
海
外

で
活
躍
さ
れ
る
姿
が
私
た
ち
の
大
い
な
る
刺
激

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。（
’68 
年
卒
・
男
）�

充
実
し
て
い
る
と
ウ
ワ
サ
の
5
号
館
、�

6
号
館
の
設
備
・
シ
ス
テ
ム
は
い
く
ら
？�

■自由利用パソコン室�

最大月（7月）�

〈家庭の光熱費は、平成14年度「家庭調査年報」（総務省統計局調べ）より〉�

￥�
サイフィットクライマー�

2台� ￥�
エアロバイク�

5台�

￥�
サイフィットトレッドミル�

3台�

￥�
背もたれ付きエアロバイク�

2台�

￥�
レッグプレス�

1台�

■利用日時�
平日15：00～20：00  土曜13：00～18：00�
春・夏・冬期休業期間中13：00～18：00�
（お盆休み・年末年始は休業）�

■問い合わせ先　学生部�

事前に「トレーニングルームを安全に
利用するための講習会」を受講して、
利用者証を必ず取得しなければなり
ません。講習会は定期的に行ってい
ますのでお問い合わせください。�

新
設
さ
れ
た
�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
�

一
体
、い
く
ら
か
か
っ
て
い
る
？
�

■511講義室�

■CALL教室�

新
設
さ
れ
た
5
号
館
・
6
号
館
で
は
、最

新
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
設
備
を
完
備
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、一
見
普
通
の
机
で
も
、ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
接
続
で
き
る
情
報
コ
ン
セ

ン
ト
な
ど
の
機
能
が
あ
り
、コ
ス
ト
も
相
応
。

6
号
館
で
は
教
室
全
体
の
シ
ス
テ
ム
価
格

を
表
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
充
実
し

た
設
備
が
身
近
に
あ
る
の
だ
か
ら
、現
役

生
の
人
は
積
極
的
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
�

5
月
に
本
校
舎
運
動
部
室
に
新
設
さ
れ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
に
は
、20
台
を
超
え
る
最
新
マ
シ
ン
設
備
が
充
実
。

一
体
、い
く
ら
か
か
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、授
業

や
ク
ラ
ブ
だ
け
で
な
く
、学
部
生
・
大
学
院
生
な
ら
無
料

で
利
用
で
き
る
の
で
ど
ん
ど
ん
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
�

意
外
に
見
過
ご
せ
な
い
の
が
大
学
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
。

約
1
万
人
の
学
生
・
教
員
が
活
動
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

か
な
り
の
額
に
は
違
い
な
い
け
れ
ど
、実
際
ど
れ
だ
け
す
ご

い
の
か
。
家
庭
の
光
熱
費
と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。
�

甲
南
大
学
の
光
熱
費
（
一
年
分
）
は
�

一
般
家
庭
と
ど
れ
だ
け
違
う
？
�

一般家庭平均�

￥�

甲南大学�

￥�

￥�
最小月（12月）�
￥�

電気代�

最大月（2月）�

一般家庭平均�

￥�

甲南大学�

￥�

￥�
最小月（5月）�
￥�

ガス代�

一般家庭平均�

￥�

甲南大学�

￥�

水道代�

￥�

 3人用椅子付き机�
（情報コンセント・電源付き）�

￥�

 ガラス付き閲覧テーブル�
（情報コンセント・電源付き）�

￥�
楕円パソコンテーブル�

￥�
教育研究システム�

約￥�
教育研究システム�

■マルチメディア教室�



陸上競技部�
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創
　
　
部
】1
9
2
3
年
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数
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46
人（
2
0
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現
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績
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績
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映
画
研
究
部
創
部
�

「
エ
ク
ラ
ン（
E
C
R
A
N
）」
創
刊
�

「
F
A
D
E 

I
N
」
創
刊
�

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
が
初
の
16
ミ
リ

自
主
制
作
作
品
「
学
生
」
を
大
学
祭
で

上
映
�

16
ミ
リ
劇
映
画
と
し
て
初
の
自
主
制

作
作
品
「
永
い
闇
の
中
で
」
を
大
学
祭

で
上
映（
以
降
、原
則
と
し
て
毎
年
、大

学
祭
で
自
主
制
作
作
品（
年
表
中
の「
作

品
」
を
上
映
す
る
）�

「
0
の
闘
争
」
�

16
ミ
リ
作
品
の
「
キ
ャ
ン
バ
ス
」
と
と

も
に
、自
主
制
作
8
ミ
リ
作
品
を
は
じ

め
て
上
映（
「
甲
南
の
顔
」
、「
モ
ダ
ン
ス

ク
ー
ル
ラ
イ
フ
」
、「
蟻
」
）�

「
跡
」
�

第
1
回
摂
津
祭
に
お
い
て
も
上
映
�

「
逃
散
」
�

「
歩
い
て
帰
っ
て
き
た
甲
南
」
、名
作
上

映
会
「
美
人
座
」
を
開
始
�

「
座
標
0
か
ら
」
�

「
や
る
が
い
い
さ
、も
し
で
き
る
な
ら
」
�

摂
津
祭
に
お
い
て
他
大
学
の
自
主
製

作
映
画
も
併
映
�

「
続
・
流
れ
者
の
系
譜
」
�

「
綱
領
な
き
革
命
、ス
ロ
ー
ガ
ン
な
き

扇
動
」
�

「
青
春
情
死
考
・
な
み
だ
恋
」
�

「
カ
オ
ス
か
ら
詩
へ
」
�

「
虚
空
遊
戯
」
�

「
失
楽
園
」「
遠
い
街
」
、8
ミ
リ
で
の

制
作
が
主
体
に
な
る
�

「
鍵
を
握
っ
た
男
」
�

「
風
破
窓
」
�

「
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
」
�

「
夏
に
恋
す
る
林
檎
た
ち
」
�

「
終
血
鬼
」
�

摂
津
祭
に
お
い
て
は
商
業
映
画
の
上
映

会
の
み
実
施（
’87
ま
で
）�

以
降
は
摂
津
祭
に
お
い
て
は
自
主
制
作

映
画
の
上
映
の
み
と
な
る
�

第
30
回
摂
津
祭
で
8
ミ
リ
と
と
も
に
、

ビ
デ
オ
に
よ
る
自
主
制
作
作
品
も
上

映
�

第
31
回
摂
津
祭
か
ら
、上
映
会
場
が
10

号
館
に
移
る（
以
降
、ビ
デ
オ
に
よ
る

制
作
が
中
心
と
な
る
）�

取
材
に
出
席
さ
れ
た
方
／
永
井
隆
さ
ん（
'57
理
卒
）、片
岡
武
敏
さ
ん（
'62
営

卒
）、柏
木
登
美
子
さ
ん（
旧
姓
山
下
、'69
理
卒
）、柏
木
弘
一
さ
ん（
'70
法
卒
）、

中
原
幸
次
郎
さ
ん（
'78
法
卒
）、西
島
義
人
さ
ん（
'78
法
卒
）、井
上
雅
　
さ
ん

（
'81
営
卒
）、天
津
悟
さ
ん（
'84
文
卒
）、凩
毅
一
郎
さ
ん（
'91
経
卒
）、渡
辺
律
子

さ
ん（
旧
姓
佐
藤
、'92
経
卒
）、学
生
　
曽
我
真
臣
さ
ん（
法
3
）、吉
川
智
子

さ
ん（
法
3
）、聲
元
考
徳
さ
ん（
文
3
）�

取
材
に
出
席
さ
れ
た
方
／
山
本
弘
二
さ
ん（
'56
経
卒
）、

池
上
吉
藏
さ
ん（
'56
経
卒
）、吉
中
淳
さ
ん（
'59
経
卒
）、

堀
江
達
雄
さ
ん（
'60
経
卒
）、岩
崎
邦
彦
さ
ん（
’63
営

卒
）、西
哲
太
郎
さ
ん（
'66
経
卒
）、横
部
弘
さ
ん（
'79

経
卒
）、堀
幹
夫
さ
ん（
'82
営
卒
）、日
野
幸
治
さ
ん
�

（
'93
理
卒
）、米
川
敦
さ
ん（
'98
営
卒
）、学
生
　
永
野

哲
郎
さ
ん（
営
3
）、伴
建
作
さ
ん（
文
3
）、山
下
世

梨
香
さ
ん（
法
2
）�

　
陸
上
競
技
部
の
歴
史
は
、「
旧
制
高
校
リ
レ
ー
大
会
」

の
活
躍
を
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。
学
校
が
創
設
さ
れ
た

ば
か
り
の
当
時
、「
高
校
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
」
と
一

旦
は
参
加
を
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、こ
れ
に
発
奮
し
た

部
員
た
ち
は
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
に
焦
点
を
絞
り
、全
員
一
丸

で
猛
練
習
。
4
0
0
m
リ
レ
ー
で
強
豪
を
ね
じ
伏
せ
、優

勝
を
勝
ち
取
っ
て
し
ま
っ
た
。
周
囲
を
ア
ッ
と
言
わ
せ
、

全
国
に
甲
南
を
知
ら
し
め
た
彼
ら
の
気
概
は
、そ
の
後

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
の
偉
業
を
経
て
、今
日
ま
で
な
お

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
�

　
’56 
年
卒
の
山
本
さ
ん（
大
学
初
代
主
将
）、池
上
さ
ん

（
初
代
主
務
）た
ち
は
、開
学
し
た
ば
か
り
の
新
制
甲
南

大
学
陸
上
競
技
部
の
立
ち
上
げ
に
尽
力
。
部
員
集
め
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
、予
算
取
り
の
厳
し

い
中
で
旧
制
O
B
宅
を
回
っ
て
の
活
動
資
金
集
め
に
奔

走
し
た
。
翌
’53 
年
に
は
14
名
の
部
員
が
そ
ろ
い
、イ
ン
タ

ー
カ
レ
ッ
ジ
2
部
で
6
位
の
成
績
を
残
し
、秩
父
宮
杯

を
賜
っ
て
い
る
学
習
院
大
と
の
対
校
定
期
戦
を
実
現
す

る
な
ど
、部
と
し
て
カ
タ
チ
が
整
っ
て
き
た
と
言
う
。
�

　
よ
り
強
い
陸
上
競
技
部
を
つ
く
ろ
う
と
本
格
的
な
取

り
組
み
を
は
じ
め
た
の
が
、’60 
年
卒
の
堀
江
さ
ん
た
ち
。

当
時
2
部
で
足
踏
み
し
て
い
た
部
を
、1
部
に
引
き
上

げ
る
た
め
、ま
ず
選
手
の
勧
誘
か
ら
は
じ
め
、次
に
3
年

が
か
り
の
青
写
真
を
描
い
た
。「
具
体
的
な
活
動
と
し

て
は
、ま
ず
合
宿
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
特
定
の
個
人

だ
け
が
強
く
て
も
ダ
メ
。
チ
ー
ム
と
し
て
の
強
さ
を
磨

く
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
す
」
と
言
う
。
合
宿

先
の
長
崎
で
は
、そ
れ
こ
そ
倒
れ
る
ま
で
練
習
し
た
そ

う
だ
が
、こ
の
と
き
全
員
が
部
の
方
針
と
伝
統
を
し
っ
か

り
と
感
じ
取
っ
た
。
そ
し
て
’59 
年
、彼
ら
は
一
つ
の
悲
願

を
果
た
す
。
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
2
部
で
優
勝
し
、1
部

に
昇
格
。し
か
し
、そ
れ
は
新
た
な
挑
戦
の
幕
開
け
で
し

か
な
か
っ
た
。
�

　「
堀
江
さ
ん
た
ち
が
築
い
た
強
さ
を
守
る
こ
と
に
必

死
だ
っ
た
」
と
語
る
の
は
、’66 
年
卒
の
西
さ
ん
。
強
い
選

手
が
集
ま
り
、し
か
も
チ
ー
ム
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
時
期

が
し
ば
ら
く
は
続
い
た
が
、西
さ
ん
が
3
年
次
の
と
き
、

甲
南
は
無
念
の
降
格
。
し
か
し
、そ
の
ま
ま
で
は
終
わ
ら

な
い
。
関
西
学
生
駅
伝
で
発
奮
し
、1
部
校
を
ご
ぼ
う

抜
き
し
、4
位
に
く
い
込
む
と
い
う
活
躍
を
見
せ
た
。
以

後
、甲
南
は
1
部
と
2
部
を
幾
度
と
な
く
行
き
来
す
る
。
�

　
現
チ
ー
ム
の
総
監
督
を
務
め
る
’79 
年
卒
の
横
部
さ
ん

は
、こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
の
脱
皮
を
志
し
た
一
人
。
そ

れ
ま
で
陸
上
競
技
部
は
王
子
競
技
場
な
ど
に
通
っ
て
練

習
を
行
っ
て
い
た
が
、大
学
内
の
ト
ラ
ッ
ク
を
自
分
た
ち

で
整
備
す
る
な
ど
、部
員
の
結
束
と
士
気
高
揚
に
工
夫

を
凝
ら
し
た
。
’82 
年
卒
の
堀
さ
ん
の
頃
、六
甲
ア
イ
ラ
ン

ド
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
新
設
さ
れ
、志
気
は
さ
ら
に
高
ま
り

を
見
せ
る
。
’93 
年
卒
の
日
野
さ
ん
は
、卒
業
後
の
あ
る
年
、

元
旦
に
学
校
を
訪
れ
た
ら
練
習
し
て
い
る
後
輩
が
い
て

驚
い
た
と
い
う
。「
口
で
は
、
”バ
カ
だ
な
“と
言
い
ま
し

た
が
、近
い
将
来
、こ
の
チ
ー
ム
は
き
っ
と
強
く
な
る
と

思
い
ま
し
た
」
。
ま
た
、’98 
年
卒
の
米
川
さ
ん
は
「
昼
休

み
か
ら
陸
上
部
員
は
全
員
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
い
ま
し
た
。

放
課
後
に
即
練
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
で
す
」
と
当

時
の
雰
囲
気
を
語
る
。
陸
上
は
個
人
種
目
と
考
え
が
ち

だ
が
、甲
南
で
は
全
部
員
一
丸
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
つ
ね

に
上
を
目
指
し
続
け
る
姿
勢
が
い
つ
も
そ
こ
に
あ
る
。
池

上
さ
ん
、豊
田（
洋
）さ
ん
、白
石
さ
ん
、西
さ
ん
な
ど
優

秀
な
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
こ
れ
を
支
え
た
。
�

　
女
子
2
0
0
m
の
日
本
レ
コ
ー
ド
ホ
ル
ダ
ー
で
、日
本

選
手
権
の
女
子
1
0
0
m
、2
0
0
m
を
6
連
覇
中
と
い

う
O
G
、新
井
初
佳
さ
ん
の
活
躍
を
は
じ
め
、1
0
0
m
日

本
レ
コ
ー
ド
ホ
ル
ダ
ー
の
伊
東
浩
司
先
生
を
迎
え
た
こ

と
な
ど
、い
ま
甲
南
の
陸
上
競
技
部
に
は
明
る
い
話
題

が
多
い
。
現
役
生
た
ち
は
、「
今
期
は
僅
差
で
敗
れ
た
け

れ
ど
、僕
た
ち
は
こ
の
冬
に
も
っ
と
力
を
つ
け
、団
結
力

で
1
部
リ
ー
グ
を
目
指
し
ま
す
」
と
力
強
く
語
っ
て
い

る
。
先
輩
の
想
い
を
受
け
継
ぎ
、ど
ん
な
潜
在
力
を
発

揮
す
る
か
。い
ま
、彼
ら
の
活
躍
に
注
目
し
た
い
。
�

創立より、いまへ�
受け継ぐスピリッツ�

旧
制
甲
南
高
等
学
校
陸
上
競
技
部
創

部
�

新
制
甲
南
大
学
陸
上
競
技
部
創
部
�

他
部
に
先
駆
け
学
習
院
大
学
定
期
戦

開
始
�

大
幡
嘉
春
が
槍
投
で
当
年
全
日
本
第

3
位
達
成
�

関
西
Ｉ
Ｃ
二
部
優
勝
、一
部
昇
格
、対
学

習
院
戦
秩
父
宮
賜
杯
授
か
る
�

関
西
Ｉ
Ｃ
二
部
優
勝
、一
部
昇
格
、関
西

学
生
駅
伝
5
位
入
賞
�

関
西
Ｉ
Ｃ
一
部
初
残
留
�

関
西
Ｉ
Ｃ
二
部
2
位
、一
部
昇
格
、関
西

学
生
駅
伝
4
位
入
賞
�

関
西
Ｉ
Ｃ
二
部
3
位
、繰
り
上
げ
一
部

昇
格
�

山
口
、木
庭
、小
川
を
擁
し
、短
距
離
中

心
の
第
一
次
全
盛
期
�

●
１
９
７
０
年
日
本
選
手
権
４
０
０

m
継
走
2
位
入
賞（
田
中
・
宮
崎
・

山
口
・
木
庭
）�

●

翌
年
日
本
選
手
権
４
０
０
m
継
走

3
位
入
賞（
田
中
・
小
川
・
山
口
・

木
庭
）�

二
部
低
迷
�

部
内
意
識
高
揚
が
進
む
�

関
西
Ｉ
Ｃ
二
部
2
位
、一
部
昇
格
�

豊
田
、木
村
、安
富
を
擁
し
、フ
ィ
ー
ル

ド
中
心
の
第
二
次
全
盛
期
�

大
島
直
子
、松
井
久
美
子
で
女
子
選
手

黎
明
期
�

女
子
西
脇
通
代
台
頭
に
よ
り
女
子
の

全
国
ク
ラ
ス
仲
間
入
り
�

日
本
I
C
に
て
、女
子
1
0
0
m
西
脇

通
代
3
位
、新
井
初
佳
6
位
入
賞
�

関
西
Ｉ
Ｃ
二
部
2
位
、一
部
昇
格
�

関
西
Ｉ
Ｃ
二
部
2
位
、一
部
昇
格
�

関
西
Ｉ
Ｃ
女
子
走
高
跳
青
山
幸
四
連
覇
�

関
西
Ｉ
Ｃ
二
部
優
勝
、一
部
昇
格
�

全
日
本
I
C
、女
子
走
高
跳
福
山
茜
6

位
入
賞
�

日
本
選
手
権
に
て
、女
子
１
６
０
０
m

継
走
4
位
入
賞（
杉
山
・
横
溝
・
股
座
・

鈴
木
）�
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日
本
映
画
の
黄
金
時
代
は
、’50 
年
か
ら
’58 
年
頃
。
’58 

年
の
記
録
を
見
る
と
、人
口
が
9
千
万
人
程
度
の
当
時

に
、の
べ
11
億
3
千
万
人
が
映
画
館
に
足
を
運
ん
だ
と

い
う
。
甲
南
大
学
の
映
画
研
究
部
は
、こ
の
空
前
の
映

画
ブ
ー
ム
の
最
中
、’53 
年
に
誕
生
し
た
。
�

　
’57 
年
卒
の
永
井
さ
ん
は
発
足
当
時
を
こ
う
懐
か
し

む
。「
あ
の
頃
は
娯
楽
ら
し
い
娯
楽
が
な
く
、銀
幕
の
世

界
に
夢
中
に
な
っ
た
。
見
る
だ
け
で
は
飽
き
た
ら
ず
、部

活
動
を
発
足
し
て
仲
間
を
集
め
、あ
れ
こ
れ
語
り
合
っ

た
の
で
す
」
。
当
時
の
部
員
数
は
15
〜
20
名
程
度
。
映

画
談
義
の
み
な
ら
ず
、部
員
の
映
画
批
評
を
綴
っ
た
部

誌
「
エ
ク
ラ
ン
」
を
発
行
し
、部
外
の
人
や
神
戸
の
学
生

映
画
連
盟
に
も
配
付
し
て
い
た
と
い
う
。
’62 
年
卒
の
片

岡
さ
ん
の
頃
に
は
映
写
会
も
行
っ
て
い
る
。「
映
写
機
は
、

映
写
機
操
作
免
許
さ
え
取
れ
ば
当
時
ア
メ
リ
カ
文
化

セ
ン
タ
ー
で
貸
し
出
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
を
担
い
で
小

豆
島
に
わ
た
り
、2
泊
3
日
で
短
編
映
画
を
上
映
し
ま

し
た
」
。
多
く
の
人
に
映
画
を
見
て
欲
し
い
。
そ
の
想
い

が
片
岡
さ
ん
た
ち
を
突
き
動
か
し
た
の
だ
。
�

　
’60 
年
代
、テ
レ
ビ
の
普
及
に
と
も
な
い
、映
画
人
口
は

減
少
の
一
途
を
辿
っ
た
。
し
か
し
、こ
れ
が
逆
に
映
画
フ

ァ
ン
独
自
の
世
界
を
形
成
す
る
契
機
に
な
る
。
8
ミ
リ

や
16
ミ
リ
カ
メ
ラ
で
自
主
制
作
を
は
じ
め
、上
映
も
行

い
出
し
た
。い
ま
も
続
く
「
美
人
座
」
と
呼
ば
れ
る
名

作
上
映
会
も
こ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
。
’70 
年
卒
の
柏
木

さ
ん
の
頃
も
活
動
は
活
発
で
、新
た
に
16
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
の
撮
影
機
材
を
購
入
し
、作
品
を
一
年
に
一
本
程
度

作
成
し
て
大
学
祭
な
ど
で
上
映
し
て
い
た
と
い
う
。「
シ

ナ
リ
オ
か
ら
考
え
、撮
影
を
行
っ
て
、京
都
の
太
秦
に
1

週
間
く
ら
い
カ
ン
ヅ
メ
に
な
っ
て
編
集
し
ま
し
た
。
当

時
は
全
員
が
表
現
者
と
し
て
新
し
い
可
能
性
を
見
つ
け

よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」
と
柏
木
さ
ん
は
さ

ら
り
と
話
す
が
、当
時
一
本
の
映
画
を
撮
る
た
め
に
、80

万
円
程
度
の
資
金
が
必
要
だ
っ
た
と
言
う
か
ら
傾
け
た

情
熱
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
�

　
’78 
年
卒
の
中
原
さ
ん
、西
島
さ
ん
の
頃
は
、す
で
に

K
S
W
L
の
協
力
に
よ
り
、無
声
映
画
か
ら
音
声
入
り

の
映
画
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
た
。
’81 
年
卒
の
井
上
さ

ん
た
ち
は
、8
ミ
リ
の
新
機
材
を
購
入
し
て
卒
業
。
こ

れ
に
よ
り
、’84 
年
卒
の
天
津
さ
ん
た
ち
の
頃
は
、8
ミ

リ
映
画
が
年
間
7
〜
8
本
撮
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
ま
で
大
き
な
ネ
ッ
ク
だ
っ
た
コ
ス
ト
が
、簡
易
な
8
ミ

リ
撮
影
の
お
か
げ
で
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
の
だ
。こ
う

し
て
形
成
さ
れ
た
映
画
研
究
部
の
活
動
は
、い
つ
し
か

K
F
M（K
o
n
an
 F
ilm
 M
akin
g

）と
い
う
名
称
も
得

て
、さ
ら
に
活
発
化
。
そ
の
結
果
、’80 
年
代
に
は
文
化
部

で
も
一
番
広
い
部
室
を
獲
得
す
る
ほ
ど
盛
ん
な
活
動

を
行
っ
て
い
た
。
’91 
年
卒
の
凩
さ
ん
は
当
時
の
部
の
雰

囲
気
を
こ
う
語
る
。「
い
い
意
味
で
の
緊
張
感
が
あ
り

ま
し
た
。
編
集
な
ら
こ
の
人
、録
音
な
ら
彼
と
、上
下
級

生
の
別
な
く
役
割
を
担
い
、さ
ま
ざ
ま
な
個
性
の
部
員

た
ち
が
年
中
熱
く
映
画
と
向
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。
当

時
す
で
に
媒
体
と
し
て
の
8
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
は
衰
退
期

を
迎
え
て
い
ま
し
た
が
、な
お
さ
ら
私
た
ち
の
制
作
意

欲
は
切
実
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
」
。
対

外
的
に
実
力
を
認
め
さ
せ
た
い
と
い
う
気
運
も
高
ま
り
、

い
く
つ
か
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
品
。
”
シ
ネ
マ
大
好
き
フ

ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
“な
ど
に
入
選
を
果
た
し
た
。

卒
業
後
、映
画
・
映
像
の
世
界
に
進
ん
だ
部
員
も
少
な

く
な
い
。
�

　
現
在
で
は
、フ
ィ
ル
ム
か
ら
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
へ
と
さ

ら
に
撮
影
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
現
役
生
は
「
私

た
ち
は
機
材
の
お
か
げ
で
年
間
20
〜
30
本
を
制
作
で

き
ま
す
が
、先
輩
方
の
傾
け
て
き
た
情
熱
を
考
え
る
と
、

も
っ
と
質
を
高
め
る
な
ど
、可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た

い
」
と
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
様
子
。
技
術
革
新
に
よ
っ

て
制
作
手
段
は
大
き
く
異
な
る
が
、映
画
に
か
け
る
想

い
は
世
代
を
超
え
て
変
わ
り
な
い
の
だ
ろ
う
。
�

1
9
2
3
�

�1
9
5
2
�

�

�
�

映画研究部� 体育会�文化会�

こ
が
ら
し
�

▲部員一人ひとりの映画批評を
　綴った「エクラン」�

～�

▲秩父宮賜杯�

～
�



　
ぼ
く
は
、2
人
の
友
達
と
3
人
で
10
月
20
日
か
ら
23
日
ま
で
、

り
ん
ご
狩
り
の
ス
タ
ー
ジ
ュ（
研
修
）に
行
き
ま
し
た
。
�

　
1
日
目
。ま
ず
、農
家
の
マ
ダ
ム
の
家
に
行
っ
て
、り
ん
ご
の
取

り
方
、服
装
な
ど
の
注
意
を
言
わ
れ
た
後
、作
業
に
移
り
ま
し

た
。
教
え
て
も
ら
っ
た
「
手
の
ひ
ら
で
持
っ
て
、握
ら
ず
、引
っ
ぱ

ら
ず
に
取
る
」
と
い
う
事
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、失
敗
し
な
い

よ
う
に
慎
重
に
取
っ
て
い
き
ま
し
た
。
�

　
2
日
目
、3
日
目
と
な
る
に
つ
れ
て
、み
ん
な
の
取
る
ス
ピ
ー

ド
が
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、そ
の
分
ミ
ス
も
多
く
な

り
、マ
ダ
ム
に
注
意
さ
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
�

　
天
気
に
は
1
日
し
か
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、と
て
も
良

い
ス
タ
ー
ジ
ュ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
�

中
等
部
3
年
　
橋
本 

誠
治
く
ん
�

り
ん
ご
狩
り
の
ス
タ
ー
ジ
ュ
に
行
っ
て�

　
今
回
、私
は
ス
タ
ー
ジ
ュ
で
ブ
ド
ウ
収
穫（
ヴ
ォ
ン
ダ
ー
ジ
ュ
）

を
体
験
し
ま
し
た
。
3
日
間
だ
け
だ
っ
た
け
れ
ど
、と
て
も
や
り

が
い
が
あ
り
ま
し
た
。
�

　
事
前
に
ワ
イ
ン
蔵
を
見
学
し
て
、収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
が
ど
う

な
る
の
か
も
見
て
き
ま
し
た
。
今
年
と
れ
た
ブ
ド
ウ
は
来
年
の

6
〜
8
月
あ
た
り
に
店
に
出
せ
る
よ
う
に
な
る
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
味
も
甘
い
も
の
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
私
は
ま
だ
飲
め

な
い
の
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。
�

　
ブ
ド
ウ
収
穫
は
約
10
人
く
ら
い
で
行
い
ま
し
た
。
男
女
と
も

に
半
々
く
ら
い
で
し
た
。
初
日
に
、か
が
ん
で
や
る
と
腰
が
痛
く

な
る
の
で
し
ゃ
が
ん
で
や
っ
て
い
た
ら
膝
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。

け
れ
ど
、一
緒
に
作
業
を
し
て
い
る
人
と
話
を
し
た
り
し
て
い
た

ら
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
ヴ
ォ
ン
ダ
ー
ジ
ュ
を
体

験
し
て
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た

や
り
た
い
で
す
。
�

高
等
部
２
年
　
綱
島 

浩
子
さ
ん
�

ブ
ド
ウ
収
穫
の
喜
び
と
難
し
さ
を
実
感�

　
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
と
い
う
立
地
条
件
を
生
か
す

さ
ら
な
る
試
み
と
し
て
、地
元
の
職
場
で
1
週
間

研
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、よ
り
深
い
地
域
住
民

と
の
相
互
理
解
を
図
り
、同
時
に
労
働
の
難
し
さ

と
尊
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
す
る
こ
と
の
で
き
る

「
地
域
に
学
ぶ
労
働
体
験（
ス
タ
ー
ジ
ュ
）週
間
」

を
設
け
ま
し
た
。
�

　
定
期
テ
ス
ト
や
研
修
旅
行
な
ど
の
学
校
行
事

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
限
り
、1
年
中
い
つ
で
も

参
加
す
る
機
会
が
あ
り
、こ
の
間
の
授
業
は
公
欠

と
な
り
ま
す
。
原
則
と
し
て
本
校
入
学
後
1
年

経
っ
た
生
徒
に
体
験
す
る
権
利
が
生
ま
れ
、中
等

部
お
よ
び
高
等
部
の
う
ち
で
、そ
れ
ぞ
れ
1
年
に

1
回
の
体
験
が
で
き
、中
等
部
・
高
等
部
あ
わ
せ

て
最
高
5
回
ま
で
体
験
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
ま
す
。
活
動
職
種
は
、下
記
の
通
り
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
�

　
い
ず
れ
の
職
種
に
お
い
て
も
、サ
ン
シ
ー
ル
市
役

所
お
よ
び
ア
ン
ド
ル
・
エ
・
ロ
ワ
ー
ル
県
議
会
か
ら
紹

介
さ
れ
た
リ
ス
ト
の
中
か
ら
選
択
し
た
り
、本
校
教

職
員
お
よ
び
生
徒
が
開
拓
す
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

す
で
に
何
名
か
の
生
徒
は
ブ
ド
ウ
や
リ
ン
ゴ
の
収
穫

に
参
加
し
、実
の
あ
る
研
修
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
�

広大なりんご園の中、一つひとつ手で収穫していくのは、思っていた
よりもずっと重労働。�

自分たちが収穫したブドウがワインになると思うと、いまから楽しみ。�

●
ぶ
ど
う
収
穫
と
ワ
イ
ン
作
り
、チ
ー
ズ
作
り
、フ
ォ
ア
グ
ラ

　
作
り
な
ど
フ
ラ
ン
ス
独
自
の
職
種
�

●
家
具
職
人
、楽
器
職
人
、人
形
師
な
ど
の
職
人
の
仕
事
�

●
自
動
車
修
理
な
ど
の
工
場
の
仕
事
�

●
パ
ン
屋
、レ
ス
ト
ラ
ン
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
屋
な
ど
飲
食
業
の

　
仕
事
�

●
ス
ー
パ
ー
、ブ
テ
ィ
ッ
ク
、本
屋
、な
ど
の
商
店
の
仕
事
�

●
銀
行
、市
役
所
、不
動
産
屋
な
ど
の
事
務
的
な
仕
事
�

●
農
場
、牧
場
な
ど
農
業
的
な
仕
事
�

●
博
物
館
、美
術
館
、図
書
館
な
ど
の
学
術
関
係
�

●
テ
レ
ビ
局
、ラ
ジ
オ
局
、新
聞
社
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
関
係

　
の
仕
事
�

●
老
人
ホ
ー
ム
、託
児
所
、病
院
な
ど
の
医
療
・
福
祉
関
係

　
の
仕
事
�

●
体
育
館
、遊
園
地
、動
物
園
、城
な
ど
の
娯
楽
施
設
の

　
仕
事
�

●
そ
の
他
、生
徒
の
希
望
す
る
職
種
�

地
域
に
学
ぶ
労
働
体
験
「
ス
タ
ー
ジ
ュ
」�

活

動

職

種

の

例

�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
ツ
ー
ル
と
し
て
�

ご
く
日
常
的
に
活
用
す
る
�

先
駆
的
な
教
育
環
境
�

甲南大学� 兵庫県�学内向けサービス� 学校教育コンテンツ�

学校インターネット�

ホワイトリスト（制限をかけたインターネット利用）�

1Gbps

1.5Mbps

1.5Mbps128Kbps

有線LAN

無線LAN
生徒用サーバ�
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�

�

�
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�
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�
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�

�
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�

�

�

�

�

�

1995�

�

�

�
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�

�

�

�

�
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�

�

�

�

2000�

�

�

�

�

2001�

�

�

2002�

�

�

2003

全国の中学校、高等学校に先駆けて、「情

報」の選択授業を設置。シャープ製の

コンピュータを導入する。�

�

コモドール製のコンピュータを導入。�

�

情報委員会設置。�

�

授業用としてNEC製のコンピュータを

導入。�

�

選択授業としていた「情報」を高校一

年生の必修授業とする。CAI（COMP-

UTER AIDED INSTRUCTION）教室を

設置し、ユーザーインターフェイスの良

さに定評のあったapple製のコンピュー

タを導入。�

�

阪神大震災発生。仮設教室での授業と

なるも、コンピュータを移設し、利用環

境を維持する。�

�

新校舎が完成し、これを契機に、1996

年より検討していたインターネット利用

がいよいよスタート。甲南大学と専用線

（64Ｋbps）で接続する。当時の校内

LANの通信速度は10Mbps。�

�

第2コンピュータ教室を開設。IBM製の

PL300を導入する。また、無線LANを図

書館と特別教室に敷設。構内のLAN環

境が一気に充実した。�

�

総合学習や自由な情報の活用のため

に東芝製のノートPCを導入。CAI教室

のコンピュータをapple製のiMacに入

れ替え。�

�

「学校インターネット3」に選ばれ、県下

の私学で唯一、兵庫県に繋がる。�

�

校内LANの幹線を1Gbpsに増強。ファ

イルサーバ、インターネットサーバを補強。�

�

高校棟無線LAN化。東芝製のノートPC

を追加導入。�

●
情
報
�

高
校
一
年
生
の
必
修
授
業
。
週
に
2
時
間
設
け
て
お
り
、

教
科
書
を
中
心
に
展
開
。
高
二
、三
年
生
で
も
選
択
「
情

報
」
で
、マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
扱
う
。
�

●
Ｅ
‐
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｙ（
総
合
学
習
）�

高
校
で
展
開
。
自
分
で
決
め
た
テ
ー
マ
の
情
報
収
集
か

ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
至
る
ま
で
フ
ル
活
用
。
�

●
情
報
活
用
�

中
学
の
必
修
授
業
。
情
報
収
集
手
段
の
一
つ
と
し
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
。
�

●
図
書
館
�

無
線
L
A
N
化
さ
れ
た
図
書
館
で
は
、書
物
だ
け
で

な
く
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
た
調
べ
学
習

が
可
能
。
�

●
数
学
�

数
式
処
理
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
、公
式
を
導
く
な
ど
、こ
れ

ま
で
不
可
能
だ
っ
た
実
験
的
・
発
見
的
学
習
を
促
進
。
�

●
英
語
�

撮
影
し
て
き
た
ビ
デ
オ
素
材
を
使
い
、英
語
で
C
M
を
つ

く
る
な
ど
、生
き
た
英
語
力
の
ア
ッ
プ
に
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
。
�

●
音
楽
�

D
T
M（D

esk T
op M

usic

）と
い
う
ソ
フ
ト
に
よ
っ
て
、

作
曲
活
動
に
も
挑
戦
。
感
性
を
よ
り
柔
軟
に
伸
ば
す
。
�

　
図
書
館
で
本
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
な
が
ら
、と
き
ど
き
モ
バ

イ
ル
パ
ソ
コ
ン
を
の
ぞ
き
込
ん
で
い
る
生
徒
、総
合
学
習
の
時

間
に
調
べ
た
内
容
を
パ
ソ
コ
ン
で
グ
ラ
フ
化
し
て
い
く
生
徒
…
。

甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校
で
は
、調
べ
も
の
や
レ
ポ
ー
ト
づ
く

り
な
ど
に
、ご
く
日
常
的
に
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
環
境
が
あ

り
ま
す
。
2
0
0
3
年
度
か
ら
全
国
の
高
等
学
校
に
「
情
報
」

科
目
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
が
、本
校
で
は
、そ
れ
よ
り
ず
っ
と

早
く
、1
9
7
5
年
か
ら
情
報
教
育
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
特
別
な
科
目
の
中
で
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、総
合
学
習
の
時
間
を
は
じ
め
、数
学
、国

語
、社
会
、音
楽
な
ど
、一
般
的

な
科
目
の
中
で
パ
ソ
コ
ン
を
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用
し
、こ
れ
か
ら

の
社
会
で
生
き
る
実
践
的
な

活
用
力
を
培
っ
て
い
ま
す
。
�

三鷹研修所�インターネット�

甲
南
高
校
�

教科�
準備室�

PC教室（Mac）�

図書館� 高校 普通教室�
特別教室�

LL教室でも、語学学習用のコン
ピュータが各机に組み込まれて
います。�

生徒たちは、�
こんな場面でコンピュータを�

活用しています�

インターネットサーバ�

高校�
普通教室�
特別教室�

PC教室（Win）�



第 一 線で活躍中の�
卒業生にアクセス！�分

け
隔
て
な
く
、相
手
を
尊
重
す
る
�

私
の
気
質
は
、生
粋
の
甲
南
生
の
証
で
す
�

◆PROFILE�

1968年に甲南大学経済学部を卒業後、日本板硝子株式会社に入社。自動車メーカー担当の営

業マンとして活躍し、1998年に営業本部長、2000年に執行役員となる。2002年に子会社のカ

ガミクリスタル社長に就任。�

　
カ
ガ
ミ
ク
リ
ス
タ
ル
は
日
本
で
は
じ
め
て
の
ク
リ
ス
タ

ル
専
門
工
場
と
し
て
1
9
3
4
年
に
始
ま
り
、現
在
は
、

そ
の
高
い
技
術
に
よ
っ
て
、宮
内
庁
や
首
相
官
邸
に
も

製
品
を
納
め
て
い
る
老
舗
で
す
。
私
は
こ
れ
ま
で
日
本

板
硝
子
株
式
会
社
の
社
員
と
し
て
勤
務
し
て
き
ま
し

た
が
、昨
年
、そ
の
1
0
0
%
子
会
社
で
あ
る
カ
ガ
ミ
ク

リ
ス
タ
ル
の
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
�

　
こ
の
業
務
に
就
い
た
と
き
思
っ
た
の
は
、会
社
や
立

場
が
変
わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、自
分
の
ス
タ
イ
ル
で
あ

る
お
客
様
第
一
主
義
を
変
え
な
い
と
い
う
こ
と
。
今
後

も
自
分
ら
し
く
、ま
ず
、相
手
の
こ
と
を
考
え
る
姿
勢

で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
本
音

を
言
っ
て
し
ま
え
ば
、実
は
こ
う
し
た
気
質
の
大
部
分

は
、私
が
社
会
に
出
る
以
前
、幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で

の
18
年
間
の
甲
南
生
活
で
培
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
そ

う
簡
単
に
変
え
ら
れ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん（
笑
）。
�

　
自
分
が
甲
南
生
活
の
中
で
そ
ん
な
気
質
を
育
ん
で

き
た
と
気
づ
い
た
の
は
、卒
業
後
、10
年
以
上
も
経
っ
て

か
ら
で
す
。
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
海
外
勤
務
を
体
験
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
し
た
。マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、マ
レ
ー
人
、中
国
人
、イ

ン
ド
人
と
い
っ
た
異
な
る
種
族
の
人
々
が
暮
ら
し
て
お

り
、宗
教
も
イ
ス
ラ
ム
教
、ヒ
ン
ズ
ー
教
、仏
教
、キ
リ
ス

ト
教
と
バ
ラ
バ
ラ
な
の
に
、み
ん
な
が
仲
良
く
暮
ら
し

て
い
ま
す
。こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
が
相
手
を
尊
重
し
、必

要
以
上
に
干
渉
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
が
、

私
は
赴
任
当
時
、日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
そ
の
光
景

に
、ず
い
ぶ
ん
驚
い
た
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、そ
こ
で
よ

く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、自
分
自
身
、社
会
の
中
で
派

閥
や
男
女
の
壁
を
気
に
し
な
い
の
で
、不
思
議
な
人
と

よ
く
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
な
っ
て
は
じ

め
て
、あ
あ
自
分
も
こ
の
国
の
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
に

相
手
を
尊
重
す
る
気
質
を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か

も
そ
れ
は
、自
由
で
分
け
隔
て
の
な
い
甲
南
学
園
で
教

育
を
受
け
た
か
ら
こ
そ
、自
然
に
身
に
つ
い
た
も
の
だ

と
気
が
付
い
た
の
で
す
。
�

　
皆
さ
ん
も
甲
南
会
や
同
窓
会
な
ど
の
集
い
に
出
席

す
る
と
、ホ
ッ
と
し
ま
せ
ん
か
。
あ
れ
は
、た
だ
母
校
の

仲
間
に
会
っ
て
い
る
と
い
う
安
心
感
だ
け
で
な
く
、相

手
も
自
分
を
尊
重
し
て
く
れ
る
気
質
の
持
ち
主
が
集

ま
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、そ
ん
な

甲
南
の
輪
を
、も
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
若
い
頃
か
ら
、新
制
高
等
学
校
の
同
窓
会

や
東
海
甲
南
会
の
設
立
に
参
画
し
た
り
、運
営
を
支

援
し
て
き
ま
し
た
が
、も
っ
と
大
勢
の
同
窓
生
が
協
力

し
合
っ
て
い
け
た
ら
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
手
で
、甲
南
ブ
ラ
ン
ド
を
強
化

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
�

西  

桂
二
郎
さ
ん
　
1
9
6
8
年
経
済
学
部
卒
業
�

西さんの�
甲友録�

京谷 光雄さん�
’68年経済学部卒業�
（株）デンソー�

西村 邦彦さん�
’68年理学部卒業�
Fuji & West

寺杣 宗彦さん�
’68年経済学部卒業�

一丸（株）�

西郷 　晄さん�
’68年経営学部卒業�
スターライト工業（株）�

住友 信夫さん�
’68年文学部卒業�
住友軽金属工業（株）�

甲
南
は
、全
人
格
を
磨
く
場
�

今
後
も
優
れ
た
後
輩
を
輩
出
し
て
ほ
し
い
�

今
回
は
、カ
ガ
ミ
ク
リ
ス
タ
ル
社
長
の
西 

桂
二
郎
さ
ん
と
�

神
戸
新
聞
社
社
長
の
稲
垣 

嗣
夫
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。�

第
一
線
で
活
躍
す
る
甲
南
卒
の
社
長
お
二
人
に
、�

現
在
の
お
仕
事
や
甲
南
時
代
の
思
い
出
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

◆PROFILE�

1964年に甲南大学理学部経営理学科を卒業後、神戸新聞社に入社。システムアナリストとして17年間

活躍した後、1982年に総合企画部長となり、経営戦略に携わる。2003年より社長に就任し、現在に至る。�

稲
垣 

嗣
夫
さ
ん
　
1
9
6
4
年
理
学
部
卒
業
�

稲垣さんの�
甲友録�

沖本 健二さん�
’64年理学部卒業�
富士通西日本�

アプリケーションズ（株）取締役�

平野 昌司さん�
’64年経営学部卒業�
神戸市会議員 議長�

岡崎　寛さん�
’64年理学部卒業�
円和（株）代表�

　
私
は
現
在
、神
戸
新
聞
と
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
２
つ

の
新
聞
社
の
社
長
を
兼
務
し
て
い
ま
す
。
ま
っ
た
く
狙

い
の
異
な
る
メ
デ
ィ
ア
の
よ
う
で
す
が
、そ
う
で
も
な
い

ん
で
す
よ
。
神
戸
新
聞
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
世

の
中
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
役
目
を
、デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

は
娯
楽
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
社
会
を
活
気
づ
け
る
役

目
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
世
の
中

に
貢
献
し
て
い
く
に
は
、新
聞
は
実
際
、そ
の
複
眼
的

思
考
が
重
要
な
ん
で
す
ね
。
�

　
中
で
も
、地
元
に
根
差
し
た
新
聞
社
と
し
て
、兵
庫

県
の
た
め
に
な
る
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た

い
。
報
道
は
も
と
よ
り
、文
化
事
業
、そ
し
て
社
会
事
業

を
通
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
カ
タ
チ
で
地
域
を
盛
り
立
て
、

信
頼
を
培
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
私
た
ち
の
発
展
な
ど
あ

り
得
ま
せ
ん
か
ら
。
具
体
的
に
は
神
戸
新
聞
と
し
て
55

万
部
、デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
1
0
0
万
部
を
発

行
し
て
い
る
ほ
か
、文
化
の
発
信
拠
点
と
し
て
本
社
ビ

ル
に
多
機
能
の
松
方
ホ
ー
ル
を
備
え
て
お
り
、こ
れ
ら

に
よ
り
、年
間
で
主
催
2
0
0
件
、後
援
1
9
0
0
件

の
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、メ
デ
ィ
ア
が
多
様

化
し
た
い
ま
は
、紙
面
だ
け
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、

サ
ン
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
関
西
と
連
携
し
た
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ

ク
ス
で
情
報
を
総
合
的
に
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
�

　
ま
あ
、い
ま
は
こ
ん
な
ふ
う
に
会
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
い

ろ
い
ろ
考
え
て
い
ま
す
が
、学
生
時
代
は
、理
学
部
経
営

理
学
科
の
岸
本
先
生
の
ゼ
ミ
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
専
攻

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
先
生
の
と
こ
ろ
に
神
戸
新
聞
か

ら
「
誰
か
専
門
知
識
を
持
つ
学
生
を
」
と
い
う
要
請
が

あ
っ
た
の
で
、た
ま
た
ま
私
が
面
接
を
受
け
に
行
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
も
神
戸
新
聞
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
く
て
、

父
親
が
毎
日
読
ん
で
い
た
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
面

白
そ
う
か
と
思
っ
た
く
ら
い（
笑
）。い
ま
思
え
ば
不
思

議
な
縁
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
�

　
当
時
、神
戸
新
聞
で
は
業
界
に
先
駆
け
、I
B
M
の

パ
ン
チ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
会
計
ト
ー
タ
ル
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
お
り
、私
は
こ
れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
に
切
り
替
え
る
仕
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
は
実
に
何
百
本
と
い
う
ソ
フ
ト
を
開
発
し
ま
し

た
。
経
営
に
参
画
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、そ
の
業
績

が
評
価
さ
れ
た
こ
と
と
、周
り
は
文
系
人
間
ば
か
り
で

す
か
ら
私
の
よ
う
に
ロ
ジ
カ
ル
に
問
題
解
決
し
て
い
く

理
系
タ
イ
プ
が
重
宝
が
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
�

　
私
の
半
生
を
振
り
返
っ
て
思
う
の
は
、甲
南
大
学
に

は
、学
問
だ
け
に
限
る
の
で
は
な
く
、全
人
格
を
磨
く

気
風
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。こ
れ
は
き
っ
と
、こ
れ
か

ら
の
不
透
明
な
社
会
で
と
く
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
今
後
も
多
く
の
人
が
甲
南
で
人
間
性
に
磨
き

を
か
け
、社
会
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
�



京都を訪れたら寄ってみたい�
ゆったりくつろげる甲友の店�
京都を訪れたら寄ってみたい�
ゆったりくつろげる甲友の店�

卒業生や現役生のご家族が営まれる飲食店を紹介していく「グルメ・KONAN」。�
今回は京都編をお送りしていきます。例えば、少し敷居の高いイメージの京料理でさえ、 �

ざっくばらんな甲友が営んでいる店なら、ほかより親身なサービスでもてなしてもらえるかも!?�
京都に出掛けたら、ちょっとのぞいてみませんか。 

バ
ン
カ
ラ
魂
こ
こ
に
あ
り
!?��

う
ま
い
も
ん
に
一
本
気
の
老
舗�

長楽館�  土手 素子さん�
［土手祥世さん（文4年）のご父母］�

長楽館は“明治の煙草王”

村井吉兵衛の別荘として

明治42年に建てられました。

ルネッサンス風の建築様

式に、ルイ15・16世時代の

ファニチャーが採り入れら

れた古い洋館で、本格コー

スをお楽しみください。アフ

タヌーンティー（￥2500・要

予約）も用意しております。�

明治の洋館ならではの優雅な雰囲気も魅力�

●住　　所／京都市東山区祇園円山公園内�
●T　E　L／075-561-0001�
●営業時間／（レストラン）11:00～22:00（ラストオーダー20:00）�
　　　　　　（喫　　茶）08:30～22:00 閉店（ラストオーダー21:30）�
●定  休  日／なし�
●ホームページ／www.chourakukan.co.jp�
●おすすめ／和牛フィレステーキ フォンドヴォまたは和風ソース 4,000円、�
　　　　　　和牛サーロインステーキ フォンドヴォまたは和風ソース 4,000円�

クックチャム（深草店）�  角井 美佐江さん�
［角井美穂さん（'98年卒）のご父母］�

本誌持参で…�

巻き寿司1本�
サービス�

家庭の味をそのままに、で

きたてのおかずを提供して

いるテイクアウトのお惣菜

屋です。手頃な価格で、毎

日の食事に欲しいものを

欲しい量だけお買い求め

いただけます。1日約70種

の手づくりおかずをつくっ

てお待ちしております。�

毎日約70種の手づくりおかずが楽しめる�

●住　　所／京都市伏見区深草綿森町21-4�
●T　E　L／075-643-7581�
●営業時間／10:30～20:00�
●定  休  日／日曜日�
●ホームページ／www.kakui-food.com�
●おすすめ／京風巻き寿司350円、豆腐ハンバーグ120円、�
　　　　　　酢豚（100g）150円�

レストラン秀岳�大野木 伸幸さん［’75年理学部卒］�

昼・夜ともにグランドシェフ

おすすめの日替わりメニュ

ーをご提供。いずれも季節

の素材を大切に、じっくりと

手間ひまかけて仕込んだこ

だわりのレシピです。また、

窓越しには大正ロマンを感

じる美しい日本庭園が広がり、

ゆったりおくつろぎいただ

けることをお約束します。�

シェフの感性が薫るイタリアン＆フレンチ�

●住　　所／京都市山科区竹鼻堂ノ前町35-1�
●T　E　L／075-581-0001�
●営業時間／12:00～14:30、17:00～21:00�
●定  休  日／なし（完全予約制）�
●ホームページ／www.kr-geihinkan.com�
●予　　算／昼 3,800円、5,000円コース�
　　　　　　夜 6,000円、8,000円、10,000円コース�

京料理 花末� 杉本　工さん［’76年法学部卒］�

旬の京野菜や新鮮な山海の

味覚を選りすぐってとり合わ

せます。素材の持ち味を大切に、

京料理の技術の枠を結集して、

自慢の器でご賞味いただきます。

オススメは京風松花堂幕ノ内

（￥4000～）、京会席（￥8000

～）など。仕出しのご注文も

お受けしております。�

素材にこだわった京料理を自慢の器で賞味�

●住　　所／京都市右京区花園妙心寺南門東�
●T　E　L／075-463-5101�
●営業時間／11:00～15:00、17:00～21:00�
●定  休  日／水曜日（祝日は営業）�
●ホームページ／www.kyokanko.or.jp/shokuji_d.phtml?id=et0018�
●予　　算／昼 3,000円～、夜 4,000円～�

京都洛東迎賓館�

本誌持参で…�

グラスワイン�
1杯サービス�

本誌持参で…�

5000円以上�
飲食された方に�
ビールまたはお酒�
1本サービス�

本誌持参で…�

グラスワイン�
1杯サービス�

●住　　所／京都市下京区七条通新町東入ル�
●T　E　L／075-371-2667�
●営業時間／16：00～22：00�
●定  休  日／日曜日（祝日は営業）�
●予　　算／6,000円～�

京料理 京藤� 藤本 祐義さん［’57年経済学部卒］�

本誌持参で…�

ビールまたは�
お酒1本�
サービス�

　
京
都
駅
か
ら
わ
ず
か
5
・
6
分
。
古
い
街
並
み
が
残
る

一
角
に
「
京
藤
」
と
の
れ
ん
の
か
か
る
一
軒
が
あ
り
ま
し

た
。こ
じ
ん
ま
り
と
し
て
、常
連
の
隠
れ
家
的
な
雰
囲
気

を
漂
わ
せ
る
こ
の
店
。
オ
ー
ナ
ー
を
務
め
る
の
は
甲
南
大

学
応
援
団
の
創
部
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
藤
本
さ
ん
で
す
。

今
回
は
老
舗
「
京
藤
」
を
訪
れ
、藤
本
さ
ん
に
お
店
の
こ

だ
わ
り
や
、甲
南
時
代
の
思
い
出
を
尋
ね
ま
し
た
。
�

　
「
”京
藤
“の
こ
だ
わ
り
は
、と
に
か
く
単
純
。
安
く
て

う
ま
い
も
ん
を
出
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
京
都
の
料
理

は
高
く
て
ま
ず
い
と
言
わ
れ
る
の
が
嫌
で
ね
。
ウ
チ
は
絶

対
に
天
然
の
ネ
タ
を
使
う
し
、き
っ
ち
り
手
間
を
か
け
る

け
れ
ど
、値
段
は
比
較
的
低
く
設
定
し
て
い
ま
す
。
お
か

げ
で
常
連
さ
ま
も
舌
の
肥
え
た
方
が
多
い
で
す
よ
。
な

ぜ
、そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
言
え
ば
、極
端
な
話
、

私
が
こ
の
店
で
儲
け
る
気
が
な
い
か
ら（
笑
）。
ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
、い
つ
も
来
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ま
の
た
め
、

こ
こ
か
ら
巣
立
っ
て
い
っ
た
大
勢
の
板
前
の
た
め
に
、の
れ

ん
を
降
ろ
せ
な
い
と
い
う
思
い
で
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

と
き
ど
き
訪
ね
て
く
れ
る
応
援
団
の
後
輩
に
も
う
ま
い

料
理
を
食
べ
さ
せ
て
や
り
た
い
で
す
し
ね
。
�

　
学
生
時
代
を
思
い
起
こ
せ
ば
、私
は
応
援
団
の
創
部

に
携
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。
あ
の
頃
は
誰
も
指
導
者

が
い
な
い
の
で
、み
ん
な
腕
の
振
り
も
何
も
ま
っ
た
く
息

が
合
っ
て
い
な
か
っ
た（
笑
）。
と
こ
ろ
が
卒
業
後
の
団
結

は
固
く
て
、し
っ
か
り
し
た
O
B
会
が
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
い
ま
で
も
、ぶ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
く
れ
る
仲

間
や
後
輩
た
ち
が
い
る
ん
で
す
よ
。
�

　
今
年
も
そ
ろ
そ
ろ
寒
く
な
り
、

こ
れ
か
ら
は
寒
ブ
リ
や
ふ
ぐ
、

白
子
、カ
ニ
な
ど
が
旬
を
迎
え

ま
す
。
と
く
に
ブ
リ
し
ゃ
ぶ
は
、

毎
年
早
く
か
ら
予
約
が
入
る

ほ
ど
美
味
し
い
で
す
よ
。
お
電

話
で
ご
予
約
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、き
っ
ち
り
サ
ー
ビ
ス
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
京

都
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
お
越

し
く
だ
さ
い
。
甲
南
の
皆
さ
ん

に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、私

と
し
て
も
う
れ
し
い
限
り
で
す
」
�

カウンター10席のほか座敷
大小4室、京都の古い屋敷
で中庭に面した部屋もある。�おすすめは季節の旬、懐石料理（9品）8,000円（税別・サービス

料なし）旬の一品料理多種（日替り）�



文
学
部
人
間
科
学
科
谷
口
研
究
室
の�

上
村
さ
ん
た
ち
が
優
秀
賞
を
受
賞�

体
育
会
陸
上
競
技
部
が
�

兵
庫
学
生
新
記
録
�

法
学
部
経
営
法
学
科
の
募
集
停
止
に
つ
い
て
�

　
法
科
大
学
院（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）の
設
置
に
伴
い
、

２
０
０
４
年
度
よ
り
法
学
部
経
営
法
学
科
の
募

集
を
停
止
し
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、経
営
法
学
科

の
入
学
定
員
１
４
０
名
を
法
学
科
に
付
加
し
、

法
学
科
の
入
学
定
員
を
２
１
０
名
か
ら
３
５
０

名
に
変
更
し
ま
す
。
�

旅の終わりはいつも�
宮家 来夢〔菅原尚子 ’78年理学部卒〕著�
文芸社　￥1,300（税別）�

ドキュメント 女子割礼�
内海 夏子〔’76年法学部卒〕著�
集英社新書　￥700（税別）�

むしゃむしゃ武者�
藤川 智子〔’85年文学部卒〕著�
講談社　￥1,500（税別）�

はじめての中国語�

会話ツール24�
胡金定〔国際言語文化センター教授〕著�

同学社　￥2,500（税別）�

失恋という幸福�
U教授の『恋愛論』講義�
上村 くにこ〔文学部教授〕著�

人文書院　￥2,400（税別）�

体
育
会
卓
球
部
甲
南
・
学
習
院
�

定
期
戦
５０
回
記
念
大
会
�

広
報
部
で
の
現
場
体
験
が�

将
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
に�

自
分
の
提
案
し
た
企
画
が�

出
来
上
が
っ
て
い
く
過
程
に
感
動�

本誌を読んでいて、いつもとちょっと違うなと思われたあなたは、かなりスルドイ。

実は今回の甲南Todayの編集には、学生に社会を体験してもらう経営学部

のOCAプログラムによって派遣された二人が参加していたのです。何から何

まではじめての編集の現場、二人にはどんな体験となったのでしょうか。�

募集！�
詳しいお問い合わせはこちら� 経営学部事務室　TEL 078-435-2441まで�

　
１１
月
１
日
と
２
日
に
か
け
て
、体
育
会
卓
球
部
甲

南
・
学
習
院
定
期
戦
５０
回
記
念
大
会
が
講
堂
兼
体
育

館
お
よ
び
三
木
記
念
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
初

日
正
午
か
ら
、開
会
式
に
引
き
続
き
、試
合
が
行
わ

れ
、今
年
は
５０
回
を
記
念
し
て
、初
め
て
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
も

交
流
戦
を
行
い
ま
し
た
。
両
校
併
せ
て
５０
名
以
上
の

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
参
加
し
、生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
卓
球
な

ら
で
は
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
�

　
試
合
終
了
後
に
は
、平
生
記
念
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
、

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、緊
迫
し
た
試
合
と
は
変

わ
っ
て
厳
粛
な
式
典
の
後
、懇
親
会
の
乾
杯
を
終
え
る

と
昔
話
と
当
日
の
試
合
の
話
で
お
お
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
懇
親
会
の
最
後
は
両
校
の
校
歌
斉
唱
と

エ
ー
ル
交
換
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
翌
日
は
、学

生
選
手
の
み
の
本
戦
が
行
わ
れ
、試
合
結
果
は
、男
子

は
４
対
3
、女
子
は
６
対
1
で
と
も
に
学
習
院
大
学

の
勝
利
で
し
た
。
な
お
、Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
戦
は
甲
南
大
学

が
４
種
目
中
３
種
目
で
優
勝
し
ま
し
た
。
�

　
文
学
部
４
年
の
上
村
恵
子
さ
ん
、藤
井
孝
明
さ
ん
、

楠
て
る
み
さ
ん
、田
畑
北
斗
さ
ん
、大
村
礼
子
さ
ん
が
、

神
戸
市
の
「
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、こ
れ
か
ら
の

神
戸
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て
」
で
、優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。こ
れ
は
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
８
年

半
あ
ま
り
が
経
過
し
た
神
戸
市
が
、復
興
の
総
仕
上

げ
に
向
け
て
行
っ
て
い
る
「
復
興
の
総
括
・
検
証
」
の
一

環
と
し
て
、次
代
を
担
う
学
生
か
ら
提
言
を
募
集
し

た
も
の
で
、応
募
総
数
３４
点
の
中
か
ら
、最
優
秀
賞
１

点
、優
秀
賞
３
点
、佳
作
４
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
上

村
さ
ん
た
ち
の
提
言
は
、「
自
給
自
足
生
活
の
体
験
学

習
塾
」
設
置
と
い
う
テ
ー
マ
で
、文
学
部
人
間
科
学
科

谷
口
研
究
室
で
展
開
し
て
い
る
「
環
境
教
育
」で
の
実

体
験
を
踏
ま
え
た
内
容
で
す
。
受
賞
理
由
は
、「
自
然

と
の
共
生
、環
境
人
材
育
成
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

震
災
時
の
経
験
を
心
の
ふ
れ
あ
い
、助
け
合
い
を
含
む

自
給
自
足
体
制
と
み
な
し
、そ
の
擬
似
体
験
ス
ペ
ー
ス

を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、生
き
る
こ
と
の
原
体
験
を
神

戸
か
ら
発
信
し
よ
う
と
す
る
、実
践
例
を
踏
ま
え
た

提
案
と
し
て
評
価
」
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
１１
月
４
日
、神
戸
大
学
百
年
記
念
館
六
甲
ホ
ー
ル

で
、神
戸
に
あ
る
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校

の
学
長
・
校
長
と
市
長
・
助
役
と
の
懇
談
会
の
中
で
表

彰
式
と
作
品
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
体
育
会
陸
上

競
技
部
が
、
１０

月
１１
日
〜
１２
日

に
群
馬
県
敷
島

公
園
陸
上
競
技

場
で
開
催
さ
れ

た
第
８７
回
日
本

陸
上
競
技
選
手

権
リ
レ
ー
競
技

大
会
女
子
４
×

４
０
０
m
リ
レ
ー

で
、４
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。メ
ン

バ
ー
は
、杉
山
佳
美
さ
ん（
経
営
２
年
）、股
座
久
美
子

さ
ん（
文
１
年
）、鈴
木
由
希
子
さ
ん（
経
営
１
年
）、横

溝
由
奈
さ
ん（
文
２
年
）の
４
名
で
兵
庫
学
生
新
記
録

を
樹
立
し
ま
し
た
。
�

お
知
ら
せ
�

　
「
自
己
満
足
か
ら
の
脱
却
」
と
「
周
り
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な
い
」
。

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
、最
も
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

以
前
は
、勉
強（
課
題
）や
ア
ル
バ
イ
ト
に
お
い
て
、自
分
な
り
に

精
一
杯
や
れ
ば
、そ
れ
な
り
に
評
価
さ
れ
、そ
こ
で
充
分（
完
成
）

だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、「
実
際
に
働
く
」
と
い
う
環
境

で
は
、努
力
さ
え
す
れ
ば
仕
事
が
完
成
す
る
と
い
う
考
え
は
、全

く
通
用
し
な
い
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
�

　
今
回
、行
っ
た
業
務
は
特
集
記
事
で
す
。
幸
運
に
も
、自
分
達

が
興
味
あ
る
テ
ー
マ
で
記
事
を
取
り
上
げ
て
も
ら
え
る
と
あ
り
、

も
と
も
と
企
画
や
編
集
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、と
て
も
魅
力

を
感
じ
る
仕
事
で
し
た
。ペ
ー
ジ
数
に
し
て
み
れ
ば
、た
っ
た
４
ペ

ー
ジ
。
し
か
し
こ
の
４
ペ
ー
ジ
が
完
成
す
る
ま
で
に
３
ヶ
月
も
か

か
り
ま
し
た
。
取
材
の
依
頼
書
を
作
成
し
た
り
、企
画
を
何
度

も
練
り
直
し
た
り
、そ
れ
に
合
わ
せ
て
、調
べ
る
こ
と
も
本
当
に

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
�

　
こ
の
時
、「
こ
こ
ま
で
や
っ
た
か
ら
終
わ
り
」
と
い
う
甘
え
は
通

用
し
ま
せ
ん
。
な
か
な
か
状
況
が
進
展
し
な
い
場
面
に
辛
い
と
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
た
び
に
広
報
部
の
上
司
の

方
々
に
支
え
ら
れ
、何
と
か
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
分
で
や
り
始
め
た
こ
と
な
の
で
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
よ
う
と
、

強
く
思
え
る
よ
う
に
な
り
、ま
た
、「
こ
れ
だ
け
や
っ
た
。で
も
ダ

メ
だ
っ
た
。
な
ら
他
の
方
法
で
や
っ
て
み
よ
う
」
と
、発
想
を
切
り

替
え
る
姿
勢
に
変
わ
り
ま
し
た
。
�

　
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
、会
い
た
い
と
思
っ
た
社
会
人

の
方
々
に
、実
際
お
会
い
し
て
お
話
を
伺
え
た
と
き
は
、本
当
に

嬉
し
く
、ど
の
方
か
ら
も
”生
き
生
き
“�

と
働
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
分
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
�

　
初
め
は
単
な
る
提
案
に
す
ぎ
な
か

っ
た
企
画
が
、広
報
誌
と
し
て
徐
々
に

形
あ
る
も
の
と
し
て
出
来
上
が
っ
て
い

く
過
程
に
じ
わ
ー
っ
と
感
動
が
込
み

上
げ
て
き
ま
し
た
。
仕
事
と
い
う
も
の

は
、多
く
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
完
成
す
る
も
の
だ
と
わ
か
り
、今
回
、

一
緒
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々

全
て
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
学
ん
だ
こ

と
を
忘
れ
ず
、社
会
で
も
生
き
生
き

と
活
躍
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

プロのライターさんと一緒に卒業された先輩を訪れ、
お話をうかがいました。�

　
私
が
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
よ
う

と
思
っ
た
の
は
、「
学
生
の
立
場
で
、ビ
ジ
ネ
ス
の
現

場
を
直
接
体
験
で
き
る
の
は
、か
け
が
え
の
な
い
機
会
だ
！
」

と
、直
感
的
に
感
じ
た
か
ら
で
す
。
で
は
、ど
う
し
て
甲
南
学
園
広

報
部
を
選
ん
だ
の
か
と
い
う
と
、業
務
内
容
に
、「
記
事
の
企
画
、運

営
」「
Ｈ
Ｐ
製
作
」
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
私
の
よ
う
な
一
学
生
に
、一
つ

の
企
画
を
イ
チ
か
ら
任
せ
て
も
ら
え
、ま
た
Ｈ
Ｐ
製
作
を
通
し
て
、

大
学
の
情
報
を
多
く
の
人
々
に
発
信
で
き
る
こ
と
は
、非
常
に
有
意

義
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
実
際
に
、現
場
で
の
仕
事
が
始
ま
る
と
、

連
日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
備
え
た
事
前
調
査
、パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
な
ど
、普
段
学
生
で
は
な
か
な
か
体

験
で
き
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。�

　
そ
の
よ
う
な
数
々
の
体
験
の
中
で
一
番
印
象
に
残
る
の
は
、取
材

な
ど
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
い
ろ
ん
な
業
種
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先

輩
方
で
す
。
そ
の
方
々
は
、新
聞
記
者
、コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
、コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
な
ど
私
た
ち
学
生
が
、憧
れ
の
職
業
と
し
て
望
ん
で
い
る

方
々
で
し
た
。�

　
私
は
、普
段
、学
生
起
業
家
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、

そ
の
活
動
の
中
で
直
面
し
た
問
題
に
つ
い
て
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

お
会
い
し
た
方
々
に
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、非
常
に
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
出
会
い
の
中
、お
会
い
し
た
み
な
さ
ん
全

員
と
今
後
も
お
付
き
合
い
を
願
う
こ
と
は
困
難
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、少
し
で
も
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
も
と
に
、大
き
な
人
間
に
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
み
て
感
じ
る
こ
と
は
、も
っ
と
多

く
の
学
生
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
大
学
で
毎
日
講
義
を
受
け
る
の

も
大
切
で
す
が
、実
践
は
そ
れ
以
上
に
貴
重

な
体
験
と
な
り
ま
す
。
講
義
や
ア
ル
バ
イ
ト
で

は
な
か
な
か
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
修

得
で
き
る
、そ
れ
が
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
す
。
参
加
し
て
み
る
こ
と
に
よ
り
、「
将
来

の
自
分
」
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
す
。�

　
今
後
は
、Ｏ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
希
望
す
る

学
生
が
、希
望
す
る
業
種
を
体
験
で
き
る
、そ

の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
充
実
を

願
う
と
と
も
に
、多
く
の
学
生
が
参
加
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。�

�
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甲南

編
　
集
　
後
　
記
�

　
O
C
A
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
広
報
部
に
や
っ
て
き
た
経
営

学
部
生
二
人
を
迎
え
、ス
タ
ー
ト
し
た
今
回
の
誌
面
づ

く
り
。「
憧
れ
の
職
業
へ
の
道
」「
学
内
の
気
に
な
る
ス

ポ
ッ
ト
探
訪
」
な
ど
、い
つ
も
よ
り
や
や
現
役
生
の
読
者

を
意
識
し
た
編
集
と
な
り
ま
し
た
が
、お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
�

　
広
報
部
で
は
、今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
通
し
て

幅
広
い
世
代
の
甲
友
を
結
ぶ
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ご
意
見
、ご
感
想
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
�

◆次号予告（2004年3月発行予定）�
Network Konan�
つながる！甲南ネットワーク�

　
自
治
会
中
央
委
員
会
現
代
講
座
委
員
会
・
広

報
部
が
共
催
す
る
現
代
講
座
を
11
月
21
日
、午
後

2
時
30
分
か
ら
、漫
画
家
、コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
夏
目
房

之
介
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
マ
ン
ガ
と
人
生
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
で
は
戦
後
マ
ン

ガ
の
歴
史
を
中
心
と
し
て
、日
本
に
お
け
る
マ
ン
ガ

の
位
置
付
け
―
子
ど
も
マ
ン
ガ
と
大
人
マ
ン
ガ
―
を

も
と
に
思
春
期
・
青
年
期
の
人
々
を
対
象
と
し
て

発
達
し
て
き
た
こ
と
や
、日
本
の
若
者
た
ち
が
自

己
表
現
の
ひ
と
つ
と
し
て
マ
ン
ガ
を
選
び
、ま
た
、マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
と
と
も
に
テ
レ
ビ
と
の
共
存

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、ア
ニ
メ
文
化

論
に
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
�

文
部
科
学
省
に
申
請
し
て
い
た
２
０
０
４
年
４
月
の

法
科
大
学
院
の
設
置
が
、こ
の
度
、認
可
さ
れ
ま
し
た
。

法
曹
養
成
高
等
教
育
研
究
所
で
は
、こ
の
認
可
を
記

念
し
て
、公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。（
参
加

自
由
）�

【
日
　
時
】
１２
月
１３
日（
土
）１４
時
か
ら
１７
時
�

【
場
　
所
】甲
友
会
館
�

【
テ 

ー 

マ
】「
法
と
企
業
」
―
女
性
が
語
る
―
�

　
●
ス
テ
ー
ジ
パ
ネ
リ
ス
ト
�

　
　
奥
谷
禮
子
氏（
ザ
・
ア
ー
ル
社
長
、社
団
法
人
経
済

　
　
同
友
会
幹
事
、ロ
ー
ソ
ン
社
外
取
締
役
）�

　
　
淺
見
節
子
氏（
特
許
庁
上
席
総
括
審
査
官
、前
一

　
　
橋
大
学
大
学
院
国
際
企
業
戦
略
研
究
科
助
教
授
）�

　
　
片
岡
詳
子
氏（
松
下
電
器
産
業
法
務
本
部
法
務

　
　
グ
ル
ー
プ
主
事
、弁
護
士
）�

　
　
井
野
瀬
久
美
恵
氏（
文
学
部
教
授
）�

　
●
フ
ロ
ア
・
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
　
�

　
　
長
尾
ひ
ろ
み
氏（
神
戸
女
学
院
大
学
文
学
部
助

　  

教
授
）�

　
　
前
嶋
京
子
氏（
帝
塚
山
大
学
法
政
策
学
部
教
授
）�

　
●
司
会
�

　
　
渡
辺
修
氏（
法
曹
養
成
高
等
教
育
研
究
所
長
、法

　
　
学
部
教
授
）�

【
日
　
時
】
１２
月
１３
日（
土
）１３
時
か
ら
�

【
場
　
所
】講
堂
兼
体
育
館
�

【
日
　
時
】１
月
１０
日（
土
）１4
時
か
ら
�

【
場
　
所
】8
1
3
講
義
室
�

【
講
　
師
】堤
幸
彦
氏（
映
画
監
督
・
演
出
家
）�

【
テ 

ー 

マ
】﹇
未
定
﹈�

第
39
回
学
術
祭
・
�

第
1
3
3
回
現
代
講
座
開
催
�

法
科
大
学
院（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）�

設
置
認
可
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
�

第
４８
回
甲
南
大
学
対
学
習
院
大
学
�

運
動
競
技
総
合
定
期
戦
閉
会
式
�

第
１
３
４
回
現
代
講
座
�

学
長
候
補
者
選
挙
を
行
う
�

　
　
沢
英
成
学
長
の
任
期
が
２
０
０
４
年
３
月
で

満
了
す
る
た
め
、次
期
学
長
候
補
者
選
挙
が
、１１
月

１２
日
の
予
備
選
挙
に
は
じ
ま
り
、２８
日
の
第
3
次

選
挙
ま
で
行
わ
れ
、選
出
さ
れ
た
候
補
者
・
経
済
学

部
の
杉
村
芳
美
教
授
は
、理
事
会
な
ど
の
議
を
経

て
２
０
０
４
年
４
月
１
日
付
け
で
学
長
に
就
任
し
ま

す
。
任
期
は
、２
０
０
８
年
３
月
ま
で
の
４
年
間
。
�

交
換
留
学
生
が
来
日
�

交
換
留
学
生
が
来
日
�

　
９
月
２
日
、ア
メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、フ
ラ
ン
ス
な
ど

の
協
定
大
学
か
ら
交
換
留
学
生
３９
人
が
来
日
し
、

す
で
に
今
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
オ
セ
ア

ニ
ア
圏
の
留
学
生
３
人
と
あ
わ
せ
て
４２
人
に
な
り

ま
し
た
。
�

　
自
治
会
中
央
委
員
会
国
際
交
流
委
員
会
�

（
I
E
C
）で
は
、甲
南
大
生
と
交
換
留
学
生
と
の

交
流
を
図
る
た
め
、１０
月
２４
日
、平
生
記
念
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ
ス
で
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
ま
し
た
。

仮
装
が
恒
例
と
な
り
ま
し
た
が
、Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
メ
ン
バ

ー
は
、も
っ
と
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、ハ
ロ

ウ
ィ
ン
で
か
ぼ
ち
ゃ
を
く
り

抜
い
た
提
灯
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
・

ラ
ン
タ
ン
を
描
い
た
風
船
や

ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
、会
場
の

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
趣
向
を

凝
ら
し
ま
し
た
。
一
番
の
盛

り
上
が
り
は
、留
学
生
紹
介
。

紹
介
さ
れ
る
留
学
生
一
人
ひ

と
り
に
２
０
０
人
近
い
参
加

者
か
ら
温
か
い
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
�

　
Ｉ
Ｅ
Ｃ
は
、こ
れ
か
ら
も

留
学
生
が
帰
国
す
る
５
月
ま
で
、ク
リ
ス
マ
ス
や
新

年
の
催
し
な
ど
を
企
画
し
て
い
く
予
定
で
す
。
�

●
講
義
再
開（
5
日
）�

●
第
1
3
4
回
現
代
講
座（
10
日
）�

●
法
科
大
学
院
入
学
試
験〔
一
次
募
集
〕（
10
・
11
日
）�

●
2
0
0
3
年
度
講
義
終
了（
16
日
）�

●
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験（
17
・
18
日
）�

●
後
期
試
験（
19
〜
30
日
）�

●
入
学
試
験
　A
日
程（
1
〜
5
日
）�

●
入
学
試
験
　B
日
程
・
B
日
程
C
方
式
・
�

　
B
日
程
S
方
式（
8
日
）�

●
入
学
試
験
合
格
発
表（
14
日
）�

●
体
育
会
祝
勝
会
・
文
化
会
顕
彰
会
�

●
父
母
の
会
課
外
活
動
表
彰
式
�

●
文
化
会
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
�

●
法
科
大
学
院
入
学
試
験〔
二
次
募
集
〕（
28
・
29
日
）�

●
2
0
0
3
年
度
卒
業
認
定
者
発
表（
5
日
）�

●
入
学
試
験
　D
日
程（
7
日
）�

●
入
学
試
験 

C
日
程 

理
工
学
部
2
次
試
験（
11
日
）�

●
入
学
試
験
合
格
発
表（
14
日
）�

●
2
0
0
3
年
度
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式（
25
日
）�

2004年�

●
就
職
面
接
実
践
講
座
�

【
日
　
　
時
】2
0
0
4
年
1
月
31
日（
土
）、2
月
6
日（
金
）、�

　
　
　
　
　
9
日（
月
）、10
日（
火
）、12
日（
木
）�

【
時
　
　
間
】1
日
4
回
開
催
。
開
始
時
間
は
午
前
10
時
、�

　
　
　
　
　
午
後
0
時
30
分
、同
2
時
30
分
、同
4
時
30
分
。
�

　
　
　
　
　
所
要
時
間
は
90
分
の
予
定
。
�

【
場
　
　
所
】平
生
記
念
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
�

【
講
　
　
師
】（
株
）パ
ソ
ナ
よ
り
2
名
�

【
参  

加  

費
】5
0
0
円
�

【
申
込
方
法
】2
0
0
4
年
1
月
13
日（
火
）か
ら
先
着
順
�

　
　
　
　
　
に
よ
り
就
職
部
で
受
け
付
け
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
締
切
は
1
月
21
日（
水
）�

【
提
出
書
類
】履
歴
書
お
よ
び
申
込
書
�

就
職
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
�

●
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
�

【
期
　
　
間
】2
0
0
4
年
2
月
13
日（
金
）〜
3
月
31
日（
水
）�

　
　
　
　
　
（
土
曜
日
お
よ
び
3
月
5
・
25
日
を
除
く
）�

【
時
　
　
間
】Ａ
セ
ミ
ナ
ー
午
前
10
時
開
始
�

　
　
　
　
　（
3
月
4
日
ま
で
開
催
）�

　
　
　
　
　
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
午
後
1
時
30
分
開
始
�

　
　
　
　
　
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
午
後
4
時
開
始
�

　
　
　
　
　
所
要
時
間
は
90
分
の
予
定
�

【
場
　
　
所
】1
号
館
お
よ
び
5
号
館
の
講
義
室
を
予
定
�

【
内
　
　
容
】企
業
説
明
お
よ
び
質
疑
応
答
�

【
参
加
企
業
】2
月
13
日
〜
3
月
4
日
ま
で
、一
日
に
つ
き
8
社
�

　
　
　
　
　
3
月
10
日
〜
31
日
ま
で
、一
日
に
つ
き
6
社
を
予
定
�

【
申
込
方
法
】同
じ
時
間
帯
の
申
し
込
み
は
、1
人
1
社
に
�

　
　
　
　
　
限
り
ま
す
。
な
お
、事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。
�

　
面
接
突
破
に
向
け
、少
人
数
に
よ
る
模
擬
実
践
を
通

じ
、面
接
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
個
別
に
チ
ェ
ッ
ク
・
指
導
し
、

効
果
的
な
自
己
P
R
や
動
作
を
学
ぶ
た
め
に
、次
の
要

領
で
開
催
し
ま
す
。
�

　
新
卒
就
職
希
望
学
生
を
対
象
に
、業
界
・
企
業
研
究

の
一
助
と
す
る
目
的
で
開
催
し
ま
す
。こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

就
職
活
動
を
行
う
う
え
で
大
変
重
要
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な

り
ま
す
。
業
務
繁
多
の
な
か
、多
く
の
企
業
が
ご
参
加
く

だ
さ
い
ま
す
の
で
、民
間
企
業
へ
就
職
を
希
望
す
る
学
生

は
、1
社
で
も
多
く
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
�

詳
し
く
は
、就
職
部
の
掲
示
板
を
見
て
く
だ
さ
い
。
�

２
０
０
３
年
�

２
０
０
４
年
�

【
日
　
　
時
】
１２
月
１９
日（
金
）�

　
　
　
　
　
開
場
‥�
１８
時
３０
分
　
開
演
‥�
１９
時
�

【
場
　
　
所
】伊
丹
ア
イ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
�

（
J
R
伊
丹
駅
よ
り
北
西
へ
７
分
・
阪
急

伊
丹
駅
よ
り
北
東
へ
４
分
）�

【
曲
　
　
目
】
無
伴
奏
女
声
合
唱
の
た
め
の
「
５
つ
の
祈

り
」
よ
り
　
木
下
牧
子
作
曲
　
関
谷
冴

華
指
揮
、胸
の
奥
の
幼
い
宝
箱
〜
い
ろ
あ

せ
な
い
も
の
〜
「
風
の
オ
ル
ガ
ン
」
　
工

藤
順
子
作
詞
・
作
曲
　
矢
島
マ
キ
他
編

曲
　
乾
友
香
指
揮
　
鹿
野
由
行
伴
奏
他
�

【
入
場
料
金
】無
料
�

第
36
回
定
期
演
奏
会
�

文
化
会
女
声
合
唱
団
ア
モ
ロ
ー
ゾ
�

【
日
　
　
時
】
１２
月
２７
日（
土
）１９
時
〜
�

【
場
　
　
所
】神
戸
国
際
会
館
こ
く
さ
い
ホ
ー
ル
�

（
J
R
三
ノ
宮
駅
、阪
急
・
阪
神
三
宮
駅

よ
り
３
分
）�

【
曲
　
　
目
】
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
　
交
響
曲
第
５
番

ホ
短
調
、ド
リ
ー
ブ
　
バ
レ
エ
組
曲
「
シ

ル
ヴ
ィ
ア
」
、サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
　
歌
劇

「
サ
ム
ソ
ン
と
デ
リ
ラ
」
よ
り
バ
ッ
カ
ナ

ー
ル
�

【
指
　
　
揮
】
田
久
保
裕
一
さ
ん（
客
演
指
揮
）、佐
藤

敦
さ
ん（
学
生
指
揮
）�

【
入
場
料
金
】５
０
０
円
�

第
43
回
定
期
演
奏
会
�

文
化
会
交
響
楽
団
�

第
34
回
定
期
演
奏
会
�

文
化
会
マ
ン
ド
リ
ン
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
�

【
日
　
　
時
】
１２
月
２１
日（
日
）１８
時
３０
分
〜
�

【
場
　
　
所
】
尼
崎
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
ア
ル
カ
イ
ッ

　
　
　
　
　
ク
ホ
ー
ル（
阪
神
尼
崎
駅
よ
り
北
東
へ
５
分
）�

【
曲
　
　
目
】
狂
詩
曲
”
海
“鈴
木
静
一
作
曲
、組
曲
エ

ジ
プ
ト
の
幻
影 G

iulio
 d
e M

icheli

作
曲
　
中
野
二
郎
編
曲
他
�

【
入
場
料
金
】無
料
�

　
甲
南
大
学
で
は
年
間
約
60
名
の
交
換
留
学
生（
夏
の

短
期
留
学
生
含
む
）を
受
け
入
れ
て
お
り
、留
学
生
は
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
な
が
ら
、直
接
日
本
の
文
化

に
触
れ
、勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。
国
際
交
流
の
第
一
歩
と

し
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
�
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潮海ゼミ最後のゼミ生を送る会と潮海ゼミ同窓会を次のとおり
開催いたします。お誘いあわせのうえ、是非ご出席ください。�

■日　時　2004年2月22日（日）　午後3時30分～�

■場　所　神戸メリケンパークオリエンタルホテル�

■問合せ　潮海ゼミ同窓会「潮友会」幹事　溝上 博之�
　　　　　電　話　078-435-2560�
　　　　　e-mail　h-mizogami＠adm.konan-u.ac.jp

2004年度経営学専攻修士課程入学のご案内�

ビジネス・エリートを目指すあなたへ�

甲南大学大学院では、社会人を対象にした夜間主の「ビジネスコース」

を開設しています。このコースは、社会の第一線で活躍しながらより一層

のキャリアアップを目指す人、より高度な専門職業人や企業家を目指す

人などに、幅広い視野と柔軟な思考に立って、実践的問題解決能力を

養い、ビジネスの最前線で活躍するための実務能力を身につけていただ

こうとするものです。また、もう一つのキャリアを探究している人などに、

経営学の知識を深化させ、あらたなビジネスフロンティアを開拓していた

だこうと、リカレント教育の場を提供しようとするものです。夜間主の「ビ

ジネスコース」、昼間主の「経営学コース」のいずれの修了者にも修士（経

営学）の学位が授与され、修了後は博士後期課程へ進学することもでき

ます。働きながら、もう一つのキャリアを探究し、未来の可能性に向けて

さらなるステップ・アップを目指しませんか。�

ビジネスコース（夜間主）� 経営学コース（昼間主）�

授業時間帯�

出願期間�

試  験  日�

出願資格�

選考方法�

納  付  金�

大学を卒業した者、または本大学
院において、大学を卒業した者と同
等以上の学力があると認めた者で、
入学時までに民間企業、官公庁な
どにおいて1年以上の実務経験を
有した者�

月曜日～金曜日�
　6時限（19：00～20：30）�
および土曜日の�
　1時限～6時限（9：00～20：30）�

2004年2月4日（水）～2月10日（火）�

2004年2月26日（木）�

出願時に提出する実務経験レポ
ート・研究計画書・課題レポートな
どに基づく口頭試問�

大学を卒業した者、または2004年
3月までに卒業見込の者、その他
本大学院において、大学を卒業し
た者と同等以上の学力があると認
めた者�

月曜日～土曜日�
　1時限～5時限（9：00～17：50）�

専攻しようとする科目（演習テーマ）
1科目に関する論文試験、外国語
試験（英語）および口頭試問�

B U S I N E S S
F R O N T I E R

入学金　　300,000
授業料　　617,000

合　計　　917,000

2003年度より、経営学専攻修士課程は教育訓練給付制度指定講座と
なりましたので、申請することによって授業料の一部が給付金として支給
されます。�

※給付金支給には一定の条件が必要です。�

教育訓練給付�
制度の利用�


